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みんなで楽しもう !!
子どもたちの夏到来 !



　特　集

見
よ
う

　小学生からの金銭教育は子どもの経済感覚の形
成に役立ちます。おこづかいを通して、お金の大切
さや役割について親子で楽しく学びます。工作キッ
トを使って貯金箱もつくります。
●日時／8月3日（木）午前10時～11時30分
●場所／寺戸公民館
●�対象／市内在住・在学の小学1～4年生とその親�
20組

●講師／近畿財務局�京都財務事務所職員
●持ち物／筆記用具
●一時保育／1歳から就学前まで（事前申込み要）

いよいよ夏本番を迎えます。
今年の夏はふるさと向日市で夏を満喫してみませんか。
市ではいろいろなイベントが開催されますので、
ご家族やお友達と一緒に参加して、たくさんの
思い出をつくってみてください。

ゲームで楽しく親子で学ぼう！
おこづかいの使い方
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617-0003

往信

↓往信用（表）

① イベント名 
②住所
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤ 学校名、学年 
⑥同伴者の氏名、年齢
⑦保育対象者の年齢

↓返信用（裏）

自分の住所と
氏名をお書き
ください

-

返信

↓返信用（表）

なにも書かないで
ください 

↓往信用（裏）

●�往復はがきの記入方法

　昭和36年、当時の向日町に開設された向日町操車場（現
JR西日本�吹田総合車両所京都支所）に行き、電車がどのよ
うにして安全・快適に運行されているかを見学しません
か。特急車両に乗って構内のさまざまな車両や仕業点検・
車両清掃の様子などを見て回ります。
●�日時／8月4日（金）午前10時～正午（9時15分に市民体
育館前集合）

●�場所／JR西日本�吹田総合車両所京都支所（旧向日町操車場）
●�対象／市内在住・在学の小・中学生120人
　（小学1～3年生は保護者の同伴が必要）
●持ち物／筆記用具、水筒（暑さ対策）

JR西日本 吹田総合車両所
京都支所（旧向日町操車場）見学会
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【まちのうごき】（平成29年6月1日現在）
住民基本台帳人口
人口�56,731人　世帯数�24,712世帯
（男性�27,290人、女性�29,441人）
推計人口
人口�55,598人　世帯数�22,621世帯
（男性�26,554人、女性�29,044人）

特　集

子どもたちの夏到来
みんなで楽しもう� ……… 2�

台風や豪雨に備えて�…… 8

トピックス
「向日市国民健康保険特定健康診査」
「長寿(後期高齢者)健康診査」�……10
後期高齢者医療保険料……………14
事前登録型本人通知制度…………16
向日市民平和と人権のつどい……18

くらしの情報………………………20
市民の情報掲示板…………………27
シリーズ国保⑩……………………28
消費生活トラブル�Q&A
環境��ともに考えよう�……………29
子育て支援情報……………………30
健康づくり情報……………………32
各種相談日程………………………33
図書館だより………………………34
スポーツフレンドシップ協定連載� �
　　　　　　（京都フローラ編）�…35

向日市公式

QRコード

お友達登録をして�
最新情報をゲット!!

　そのほかのイベントは次のページ以降へ

学
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う

知
ろ
う

　小学生からの金銭教育は子どもの経済感覚の形
成に役立ちます。おこづかいを通して、お金の大切
さや役割について親子で楽しく学びます。工作キッ
トを使って貯金箱もつくります。
●日時／8月3日（木）午前10時～11時30分
●場所／寺戸公民館
●�対象／市内在住・在学の小学1～4年生とその親�
20組

●講師／近畿財務局�京都財務事務所職員
●持ち物／筆記用具
●一時保育／1歳から就学前まで（事前申込み要）

子どもたちの夏到来！
みんなで楽しもう!!

ゲームで楽しく親子で学ぼう！
おこづかいの使い方

□いずれも□
●�申込み／7月20日（理科教室のみ10日）必着。往復はがきで右
のとおり中央公民館事業担当へ。定員を超えた場合は抽選。
※�イベント名に「第2回理科教室」「おこづかいの使い方」「JR見学
会」のいずれかをご記入ください。
※�⑥は「JR見学会」、⑦は「おこづかいの使い方」の申込みの場合
に記入してください。

㉄中央公民館 事業担当 ☎932-3166 934-1657

　針金であめんぼを作り、これを水面に浮かせる実
験をし、その理由（表面張力）について学びます。
●日時／7月22日（土）10時30分～正午
●場所／文化資料館
●�対象／市内在住・在学の小学4～6年生30人
●�講師／山口直樹さん
　　　　（京都技術士会理科支援チーム�技術士）
●持ち物／筆記用具、ピンセット（1本）

第2回ふしぎ発見！理科教室
「あめんぼはなぜ水に浮く」
～水の不思議な力を知ろう～
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子どもたちの夏到来！みんなで楽しもう!!

　戦国時代の武士たちが身に着けていたかぶとを丈
夫な紙で作ります。当時の乙訓地域の様子や、西岡衆
と呼ばれた武士たちの活躍、かぶとやよろいの変化
などについて学びます。
●�日時／7月27日（木）、28日（金）いずれも午後1時
30分～4時

●場所／文化資料館
●�対象／市内在住・在学の小学4年～中学3年生で、
2日とも参加できる方25人

●参加費／500円（材料代、保険料）
●�持ち物／筆記用具、はさみ、木工用接着剤
●�申込み／7月1日（土）午前10時から、直接参加費を
添えて文化資料館へ。定員になり次第締め切り。

㉄文化資料館 ☎931-1182

歴史文化交流センター
ふるさと発見展示会

夏休み子ども歴史教室
「かぶとを作って西岡衆を学ぶ」

なつやすみおはなし会
プラスコンサート

　絵本によるおはなし、紙しばい、ストーリーテリン
グ、CDミニコンサートなどを行います。子どもだけ
が入場できるおはなし会です。
●日時／7月26日（水）
　○午前10時30分～11時30分
　○午後2時～3時
●場所／図書館
●�対象／4歳～小学生�各回60人
●�申込み／7月1日（土）から整理券(無料）を図書館1
階カウンターで配布します。各回とも定員になり
次第締め切り。

㉄図書館 ☎931-1181

　歴史文化交流センターでは、縄文・弥生時代から古墳時代の土器・
石器や長岡京時代の解説パネルなどを展示しています。今回、土器・
石器の公開入れ替えとあわせて、古代衣裳の試着や向日市ふるさと検
定コーナーを出展しますので、お気軽に遊びに来てください。
●�日時／7月25日（火）午後1時～4時（土器・石器の公開入れ替えは
１時～3時頃まで）

●場所／歴史文化交流センター（向日市民体育館内）
●申込み／不要。直接ご来館ください。
㉄広報・ふるさと創生課（内線278)

向日市ふるさと検定
       連携事業

ふ
る
さ
と

魅
力
発
見
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　次のページでは市民体育館と天文館のイベントをご紹介

　世界遺産の東寺で、京都市南区相互交流事業とし
て開催します。
　子どもたちには写生を通して、保護者の方には文
化財の拝観を通して、東寺の魅力を身近に感じてみ
ませんか。ぜひご参加ください。
　作品は後日、向日市内と南区役所で展示し、優秀
作品は、11月に東寺境内で開催する「南区民ふれあ
いまつり」で表彰される予定です。
●日時／7月22日(土)午前9時30分～午後0時30分
※雨天の場合、7月23日（日）に順延。
●場所／東寺境内
●�対象／市内在住・在学の小学生とその保護者50
組程度

●�持ち物／画材道具一式（画板、絵の具、パレット、
クレパス、鉛筆など）
※水彩絵の具を使う場合は水を持参してください。
※画用紙は当日配布します。
●�申込み／7月14日(金）までに産業振興課にある
申込書にご記入の上、直接または郵送、ファクス
で産業振興課（〒617-8665�住所不要、 922-
6587）へ。
　�申込書は市ホームページからダウンロードもで
きます。定員になり次第締め切り。

㉄産業振興課（内線845）

描
こ
う

探
ろ
う

世界遺産の魅力を身近に
「親と子の写生会と東寺拝観」

　市は、市民の生命と財産を守り、人と暮らしに明る
くやさしいまちづくりを推進するため、雨水トンネ
ルを整備し、浸水被害の解消に努めています。
　今年も「石田川１号幹線」の見学会を開催します。
ぜひご参加ください。
●日時／7月28日（金）午前10時～11時
●集合場所／深田川橋公園（寺戸町山縄手）
●内容／トンネル内を見学
●�対象／市内在住・在学の小学生以上�20人（小学生
は保護者同伴）

●�持ち物／長靴
※�動きやすく、汚れてもいい服装でお越しください。
●�申込み／7月13日（木）までに、電話、ファクス、電
子メールで、参加を
希望する方全員の住
所、氏名、年齢、電話番
号を下水道課（内線
852、 921-4114、
電子メール�gesui@
city.muko.lg.jp）へ。
定員になり次第締め
切り。
※�駐車場はありませんので、車での来場はご遠慮く
ださい。

㉄下水道課（内線852)

※「・・・・・」は、石田川1号幹線

　 「雨水トンネルの見学会」
向日市ふるさと検定
       連携事業
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子どもグラスアート教室
　土台に1枚のガラスを使用し、粘着テープに加工さ
れた鉛線、裏面に特殊なカラーフイルムを貼って彩色
し、イルカの絵で作品を作ります。
●日時／8月3日（木）午前9時30分～11時30分
●�対象／小学1～6年生10人
●参加費／1,800円（当日収受、材料代含む）
●�申込み／7月6日（木）午前10時から電話でお申し込
みください。申込みが4人以下の場合は中止します。

子どもデコスイーツづくり教室
　樹脂粘土やシリコンを使い、かわいい本物そっくり
のスイーツを写真たてに飾りつけます。
●日時／8月3日（木）午後0時30分～2時30分
●�対象／小学１～6年生とその親15組
※�5～6年生はお子さまだけでもご参加いただけます。
●参加費／1,000円（当日収受、材料代含む）
●�申込み／7月7日（金）午前10時から電話でお申し込
みください。申込みが4組以下の場合は中止します。

子どもジェルキャンドルづくり教室
　カラフルな砂や貝殻などを使い、オリジナルのジェ
ルキャンドルを作ります。
●日時／8月4日（金）午前10時～11時
●�対象／小学１～4年生とその親16組
●参加費／1,400円（当日収受、材料代含む）
●�申込み／7月7日（金）午前10時30分から電話でお申し
込みください。申込みが5組以下の場合は中止します。

子ども紙すき体験教室
　リサイクルのことを学びながら、実際に牛乳パック
を再利用し、色とりどりのはがきを作ります。
●日時／8月5日（土）午前10時～11時
●�対象／年中～小学2年生とその親13組
●参加費／500円（当日収受、材料代含む）
●�申込み／7月7日（金）午前11時から電話
でお申し込みください。申込みが5組以
下の場合は中止します。

子どもデコパージュ教室
　専用の液を使って、好きな紙ナプキンの絵を切り取っ
て作品に貼り付け、かわいいうちわを作ります。
●�日時／8月22日（火）午前10時～11時
30分

●対象／小学1～3年生13人
●参加費／900円（当日収受、材料代含む）
●�申込み／8月4日（金）午前10時から電話でお申し込
みください。申込みが4人以下の場合は中止します。

□いずれも□
●場所／市民体育館
●�申込み先／公益財団法人�向日市スポーツ文化協会
（市民体育館内、☎932-5011）へ。

�夏休み親子天体観望会
　小学生とその家族で参加できる特別観望会です。
●日時／7月29日（土）午後7時30分～8時30分
●�対象／小学生とその家族40人（ただし、7月8日開催
の定例観望会の参加者は除きます）

●�申込み／7月19日（水）までに天文館にある申込書
に必要事項を記入の上、郵便はがきを添えて直接、
天文館へ。往復はがきでも申し込み可（7月19日必
着）。1枚で5人まで記入可。定員を超えた時は抽選。
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天
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617-0005

往信

↓往信用（表）

・ 観覧希望日  
（7月29日）

・代表者住所氏名
・代表者電話番号
・ 全参加者  

氏名・年齢  
（※5人まで）

↓往信用（裏）

代表者住所・
氏名をお書き
ください

-

返信

↓返信用（表）

なにも書かないで
ください

↓返信用（裏）

　

�昼の金星観望会
　昼間に見える金星を望遠鏡で観望します。幼児は保
護者同伴でお越しください。
●�日時／7月22日（土）、23日（日）、29日（土）、30日
（日）いずれも午前10時30分～11時30分
※雨天、曇天時は中止します。

�夏季特別投影
●�日時／7月19日（水）～8月31日（木）の毎週水・木・
金曜日（ただし、8月11日を除きます）
　いずれも午後1時、2時、3時、4時
※�内容は天文館ホームページか電話でご確認ください。
●定員／各回80人
●�参加費／プラネタリウム観覧料　大人200円、小・
中学生100円、幼児無料（保護者同伴）

□いずれも□
●場所／天文館

㉄天文館 ☎935-3800  http://www.city.muko.kyoto.jp/kurashi/tenmonkan/

㉄公益財団法人 向日市スポーツ文化協会
（市民体育館内、☎932-5011）
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夏休みジュニア陸上体幹教室
　よいフォームで早く走れるよう、体の軸となる体幹
を鍛える運動や、走り方の練習を行います。
●日時／8月1日（火）～4日（金）午前8時～9時
●�対象／小学4～6年生18人
●参加費／2,800円
●�申込み／7月5日（水）午前11時から電話でお申込み
ください。定員になり次第締め切り。申込み後、7月
10日～20日の間に参加費をお持ちください。申込
みが5人以下の場合は中止します。

夏休み短期運動教室
　体を動かす楽しさを学びながら技術アップをめざ
します（マット・跳び箱・鉄棒など）。
●�日時／8月21日（月)、22日（火）、25日（金）、26日
（土）いずれも午後3時15分～4時15分
●�対象／小学1～3年生18人
●参加費／2,800円
●�申込み／8月3日（木）午前10時から電話でお申し込み
ください。申込み後、8月5日～15日の間に参加費をお
持ちください。申込みが7人以下の場合は中止します。

子どもハーブ石けんづくり教室
　オーガニックハーブティーを使い良い香りの、体に
優しい石けんを作ります。
●日時／7月25日（火）午前10時～11時
●�対象／年長～小学2年生とその親13組
●参加費／900円（当日収受、材料代含む）
●�申込み／7月4日（火）午前10時から電話でお申し込
みください。申込みが6組以下の場合は中止します。

子どもチョークアート教室
　黒板にオイルパステル（チョーク）を塗り重ね、指先
でなじませながら立体感のある絵を描きます。
●日時／7月27日（木）午前9時30分～11時
●�対象／小学5年～中学生8人
●参加費／1,500円（当日収受、材料代含む）
●�申込み／7月4日（火）午前11時から電話
でお申し込みください。申込みが4人以下の場合は
中止します。

シャドーボックス教室
　平面の絵を切り取って、それを何枚も重ね合わせ、
立体的なシャドーボックスを作ります。今回はかき氷
の絵で作ります。
●日時／8月2日（水）午前10時～11時30分
●�対象／小学4年生～大人の方8人
●参加費／1,200円（当日収受、材料代含む）
●�申込み／7月7日（金）午前9時30分から電話でお申し
込みください。申込みが4人以下の場合は中止します。

�夏の天文教室⑤� �
「オリジナルの下じきをつくろう」

　星座絵を使ったオリジナルの下じきをつくります。
●日時／8月16日（水）午前10時～正午
●対象／小学1～3年生12人
●�持ち物／色鉛筆や色ペン、のり、はさみ、持ち帰り用の袋

�夏の天文教室⑥� �
「デコアートをつくろう」

　ラインストーンを使って、星座のかざりをつくります。
●日時／8月17日（木）午前10時~正午
●対象／小学4年～中学3年生12人
●参加費／300円（材料費）
●持ち物／筆記用具、はさみ、持ち帰り用の袋

□いずれも□
●場所／天文館
●�申込み／7月1日（土）午前9時30分から直接または
電話で天文館へ。定員になり次第締め切り。

七夕コンサート�2017
　旧暦の七夕を前に、ピアノと大正琴の生演奏と星空
の案内をします。
●日時／８月５日（土）午後４時30分～５時30分
●出演／出口千夏さん（演奏）
　　　　古屋昌美さん（星空案内）
●定員／80人
※�当日の午後2時30分と4時の一般投影
は休止します。

�夏の天文教室④� �
～天文学の基礎の基礎を学びましょう～��
「月の動き」

　月の動きや見え方、地球との関係を科学的に理解し
ます。
●�日時／7月29日（土）、30日（日）いずれも午後1時
30分～2時30分

●�対象／小学4年生以上で2日とも参加できる方12人
●持ち物／筆記用具

市 民 体 育 館 の イ ベ ン ト

天 文 館 の イ ベ ン ト
向日市ふるさと検定
       連携事業

ふ
る
さ
と

魅
力
発
見
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避難情報を確認しましょう

台
風
や
豪
雨
に
備
え
て

避難準備・高齢者等
　避難開始�※

＜発生時の状況＞
高齢者の方や乳幼児、障がいが
ある方など避難行動に時間が必
要となる方が避難を開始しなけ
ればならない状況。

＜とるべき行動＞

気象情報などに注意し、避難を
するための準備を始めてくださ
い。特に避難に時間がかかる人
は避難を開始してください。

避難勧告

＜発生時の状況＞
通常の避難行動ができる方が避
難を開始しなければならない段
階。災害により人的被害が発生す
る可能性が高まっている状況。

＜とるべき行動＞

近所で声を掛け合って最寄りの避
難所に避難を開始してください。

避難指示（緊急）

＜発生時の状況＞
避難勧告よりも危険な状態。
土砂災害などの前兆現象が発生
している状況。

＜とるべき行動＞

直ちに避難を完了してください。
避難ができない場合には、建物の
上階や山などから遠い部屋に移
動するなど、その場で身を守る行
動をとってください。

～�避難する際の心得�～
　①�周囲の安全をよく確かめながら避難してください。
　②�避難の途中で避難場所へ行けなくなった場合には、頑丈な建物の上階など可能な限り安全な場所へ避難してください。
　③�屋外へ避難することが困難な場合は、家の上階や山などから遠い部屋へ移動するなど身の安全を守ってください。
　④�避難情報が発令された場合には、近隣の方と声を掛け合って避難してください。

※「避難準備情報」の名称は、平成28年12月に「避難準備・高齢者等避難開始」に変更されました。

平成25年の台風18号による市内における浸水の様子
（森本町�JR向日町駅南側付近＝写真上。寺戸町�第５保育所付近=同下） 　7

月
か
ら
10
月
に
か
け
て
は
、台
風
が
到
来
す
る
季
節
で
す
。ま
た
近
年
は

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
予
想
を
超
え
る
局
地
的
な
大
雨
も
増
え
て
い
ま
す
。市
内

で
は
、台
風
や
大
雨
に
よ
っ
て
、内
水
氾
濫（
河
川
の
氾
濫
）や
土
砂
災
害
、桂

川
の
氾
濫
に
よ
る
洪
水
被
害
な
ど
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、い

つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
や
液
状
化
の
被
害
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　災
害
か
ら
身
を
守
り
、被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
は「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、一
人
一
人
が
日
頃
か
ら
災
害
に
対

し
て
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　災
害
は
い
つ
、ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。も
し
今
、ゲ
リ
ラ
豪

雨
で
家
が
浸
水
し
た
ら
。土
砂
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
。大
地
震
が
起
き
た
ら
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ「
防
災
マ
ッ
プ
」で
避
難
場
所
や
避
難
情
報
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

!!

市では災害が発生したときや発生する恐れがあるときに避難情報を発信します。
災害発生時にはテレビやラジオ、携帯電話などから情報収集し、デマやうわさなどに流されず冷静な行動をとりましょう。
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　　市では「防災情報お知らせメール」を配信しています。安心・安全のためにご登録をお願いします。
　■配信する情報
　　○気象情報�…�気象警報、気象注意報
　　○地震・土砂災害等情報�…�緊急地震速報、震度速報、土砂災害警戒情報、竜巻注意情報など
　　○避難関連情報�…�避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急）
　　○国民保護情報�…�大規模テロ情報、弾道ミサイル情報など（対象地域や配信情報は選択できます）
　■登録方法
　　①�右のQRコードを読み取り、空メール（件名・本文不要）を送信します。
　　　�QRコードの読み取りができない場合は、「bousai.muko-city@raiden.ktaiwork.jp」に空メールを送信します。
　　②��数分以内に登録用のメールが返信されるので、メール本文に記載のURLを選択し、利用規約を確認してから

「次へ」を押します。
　　③�配信を希望する情報を選択して、「次へ」を押します（複数選択できます）。
　　④�入力内容を確認し、登録を押します。
　　⑤�数分後に登録完了のメールが届いたら完了です。
　　　�届いたメールの本文に登録内容の変更、配信解除用のURLが記載されています。
　■利用登録の注意点
　　○迷惑メール対策をしている場合はメールを受け取れない場合があります。
　　　「muko-city@raiden.ktaiwork.jp」からのメールを受信可能なように設定してください。
　　○登録は無料ですが、メール受信に係る通信料は利用者の負担となります。
　　○登録に必要な個人情報は、メールアドレスのみで、登録された情報はこのサービスのためだけに使用します。

登録しましょう�防災情報お知らせメール

防災マップを見て、備えましょう
　災害が発生したときに必ずしも自宅にいるとは限りません。日頃から「向日市防災マップ（A4サイズの冊子）」で市内の
避難場所がどこにあるか確認しておきましょう。また防災マップには、市内の避難所をはじめ、どこの地域で浸水や土砂
災害が発生しやすいかを示す「ハザードマップ」、ご家庭でできる「災害の備え」などを掲載していますので、ぜひ一度確認
いただき、いざというときのために備えてください。
　防災マップは市ホームページに掲載しています。また防災安全課の窓口でも配布しています（平成28年5月に各戸配
布しました）。

QRコード

自宅はもちろん
いざというときのために
学校や職場の避難所も
調べておかないとね!

��������������������-�表紙�-　　　　　市内の避難場所は「向日市防災マップ」の5-6ページに掲載しています

㉄防災安全課（内線235）
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「向日市国民健康保険特定健康診査」「長寿(後期高齢者)健康診査」のご案内
■健診では、血管の老化＝動脈硬化の危険因子を調べます
　特定健診は、生活習慣病の前段階である、メタボリックシンドロームに注目し
た健診ですが、メタボでない方も油断できません。血圧が高い、血糖値が高い、LDL
（悪玉）コレステロールが高いといった状態は、動脈硬化（血管の老化）が進み脳梗
塞や心筋梗塞などに至るリスクを高めます。

■身体の状態に変化がみられなくても、生活習慣病は進んでいる可能性があります
　心筋梗塞などの大病を患った多くの方は、生活習慣病の重なりによって発症していますが、生活習慣病は自覚症状がな
いまま進行するため、昨日まで元気だった人が、ある日突然、倒れることも少なくありません。また、一命を取りとめたと
しても後遺症が現れやすく、その後の生活は一変してしまいます。健康に自信がある方ほど、めったに病院に行かず、身体
の異常を見逃してしまうことが少なくありません。毎年健診を受けて、去年の結果と比べて、少しずつでも変化している
項目がないか確認することが大切です。

■定期的に通院している人も対象です
　定期通院による検査と健診による検査では、検査の目的や項目が少し異なります。主に治療の効果や服薬による副作用
の有無などを診ている定期通院による検査とは違い、健診では生活習慣病を予防していくために、血管を傷つける要因が
ないか、要因の重なりや程度を検査します。

■健康診査の受診方法

向日市国民健康保険特定健康診査 長寿(後期高齢者)健康診査

対象者
向日市国民健康保険に加入し、昭和17年7月4日～
昭和53年3月31日に生まれた方（40～74歳の方）

市内在住で75歳以上の後期高齢者医療被保
険者である方
※�65歳以上75歳未満の方で、後期高齢者医
療被保険者証を持っている方を含みます。

対象でない方
妊娠中の方、産後1年未満の方、施設入所中の方、
6か月以上入院している方、国民健康保険の人間
ドックを受けた方または受ける予定の方など

施設入所中の方、6か月以上入院している
方、後期高齢者医療の人間ドックを受けた
方または受ける予定の方など

実施場所 実施医療機関一覧（12、13ページ）で、「健」に「○」の付いた医療機関
健診期間 7月3日（月）～10月31日（火）

診査内容
問診、身体計測(腹囲測定含む)、血圧測定、血液検
査、尿検査、必要な方には心電図検査

問診、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検
査、心電図検査

○血液検査の内容／貧血、血糖(HbA1cを含む)、血中脂質、肝機能、腎機能などの検査

受診方法
6月下旬にお送りした受診票セットと、国民健康保
険被保険者証、一部負担金を持って、医療機関の診
療時間内に受診してください。

6月下旬にお送りした受診票セットと、後期
高齢者医療被保険者証を持って、医療機関
の診療時間内に受診してください。

費　用
（一部負担金）

1,000円（平成28年度市民税非課税世帯の方と70
歳以上の方は無料）

無料

※�昭和53年3月31日以前に生まれ、生活保護を受けている方は、個別でご案内したとおり事前に健康推進課で受診票の
発行を受けてください。

※�平成29年4月以降に特定健診を受けていない方で、5月1日以降に向日市国民健康保険に加入した方は、事前に健康推
進課で受診票の発行を受けてください。

期 間 は7月3日(月)
～10月31日(火)

今年も受けよう 健康診査
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2017年7月号

■がん検診も同時に受けましょう

対象者 検診実施期間・場所 自己負担金 検査方法

前立腺
がん検診

市内在住の満55
歳以上の男性（過
去に「前立腺が
ん」と診断をされ
た方は対象外）

7月3日（月）～10月31日（火） 実施医療機関一覧
（12、13ページ）で、
「前」「大」に「○」の
付いた医療機関

200円
（免除制度
あり）

血液検査（特
定健康診査な
どと同時に受
けられます）

大腸
がん検診

市内在住の満40
歳以上の方（「大
腸がん」の診断後
5年に満たない
方、大腸の病気で
治療中の方や経
過観察中の方は
対象外）

○医療機関
　7月3日（月）～10月31日（火）

400円
（免除制度
あり）

検便
（受診時に検
査容器をお
渡しします。
自宅で2日間
便をとり、目
に見えない
血液反応<便
潜血>の有無
を調べます）

○�保健センター／7月10日(月)、19日(水)、10月2日
（月）、3日(火)、4日（水）、11月1日(水)、2日(木)、6日
(月)、10日(金)、14日（火）、15日（水）、29日（水）、30日
（木）、12月1日（金）、4日（月）、6日（水）時間は午前9時
～11時30分、午後1時～3時。直接保健センターへ。

※�下線部の日程は、受付時間が午後1時～3時のみです。午
前中の受付がありませんので、ご注意ください。
○�検便提出日時／7月26日（水）～8月2日（水）、10月
10日（火）～13日（金）、11月13日（月）～15日（水）、
21日（火）～24日（金）、12月6日（水）～11日（月）時
間は午前9時～11時30分（土・日曜日、祝日を除く）

がん検診の自己負担金が無料となる方
●�対象／①満70歳以上の方
　②満65～69歳で後期高齢者医療被保険者証を持っている方�
　③�①②以外で、生活保護法による被保護世帯の方
　④�①②以外で、平成29年度市民税非課税世帯の方
●�手続き方法／がん検診受診時に、①に該当する方は「健康保険証」�②に該当する方は「後期高齢者医療被保険者
証」をご提示ください。③④に該当する方は、事前に健康推進課で本人確認ができる書類（健康保険証など）を持
参の上、「平成29年度保健事業等自己負担金無料カード」の発行を受けてください。

㉄健康推進課（内線338、357）

■自覚症状が出てからでは遅すぎる動脈硬化
　生活習慣病によって、血管が傷つくと…

血管が75％以上詰まるまで自覚症状は現われず、気づくことができません

血液の通り道

健康な状態の血管 25％の狭窄 50％の狭窄 75～95％の狭窄

血
管
の
断
面
図

プラーク（コレス
テロールのこぶ）

血栓

心筋梗塞になった約7割の方は、50％
以下の軽度狭

きょうさく

窄で発症しています。
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○健／健康診査（30歳代の健康診査を除く）を受診できる医療機関
○前／前立腺がん検診を受診できる医療機関
○大／大腸がん検診を受診できる医療機関
※×はそれぞれ受診できない医療機関

向日市
医療機関名 住　所 電話番号 健 前 大

赤井医院 寺戸町中ノ段6-2 924-3620 ○ ○ ○
あらかわ医院 森本町上森本21-5 934-5510 ○ ○ ○
いしいクリニック 寺戸町八ノ坪122�洛西口クリニックビル2F 933-9141 ○ ○ ○
医誠会診療所 寺戸町殿長37 921-0661 ○ ○ ○
岩本医院 寺戸町向畑57-3 935-3650 ○ ○ ○
上原医院 物集女町池ノ裏1-6 922-5007 ○ ○ ○
角水医院 鶏冠井町沢ノ西16-13 921-7461 ○ ○ ○
川勝内科医院 上植野町落堀14-5 932-2239 ○ ○ ○
きくおかクリニック 寺戸町殿長19-1�トライアングルビル1F 921-8877 ○ ○ ○
胡医院 寺戸町永田11-71 924-2662 ○ ○ ○
笹川医院 上植野町堂ノ前5-3 933-5800 ○ ○ ○
繁本医院 寺戸町永田11-38 921-7520 ○ ○ ○
鈴木内科外科診療所 上植野町円山12-5 922-2077 ○ ○ ○
ハシイ産婦人科 寺戸町七ノ坪27-37 924-1700 ○ × ×
ひらいクリニック 上植野町南開34-34 921-0520 ○ × ○
廣瀬診療所 上植野町上川原8-8 934-0688 ○ ○ ○
婦人科内科�山下クリニック 寺戸町中垣内1�エレガンス岡崎1F 922-3733 ○ × ○
堀医院 寺戸町渋川3-23 921-3850 ○ ○ ○
向日回生病院 物集女町中海道92-12 934-6881 ○ ○ ○
森田内科医院 寺戸町渋川7-5 922-3700 ○ ○ ○
山下医院 森本町天神森6-5 921-1039 ○ ○ ○
ゆやまクリニック 寺戸町七ノ坪100�ジオ阪急洛西口ノースレジデンス1F 925-8766 ○ ○ ○
よこばやし医院 鶏冠井町山畑39-1 922-2468 ○ ○ ○
洛西医院 鶏冠井町楓畑25 921-0609 ○ ○ ○
わかえ内科クリニック 上植野町御塔道2-15 921-0544 ○ ○ ○

長岡京市
アサワ医院 井ノ内下印田13-4 953-1990 ○ ○ ○
足立医院 神足1丁目8-7 954-7979 ○ ○ ○
猪谷内科医院 長岡2丁目8-17 954-5510 ○ ○ ○
稲田内科 天神3丁目7-25 959-1820 ○ ○ ○
伊与田医院 開田4丁目1-11�橋本ビル2F 956-5891 ○ ○ ○
上田内科医院 梅ヶ丘3丁目46 951-3497 ○ ○ ○
馬本医院 下海印寺横山43 953-8717 ○ ○ ○

平成29年度 特定・長寿健診、前立腺・大腸がん検診  
実施医療機関一覧（五十音順）

㉄健康推進課（内線338,357）
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海老沢内科医院 長岡1丁目1-12�パネフリ第3ビル1F 955-5300 ○ ○ ○
大林内科・循環器科クリニック 神足1丁目15-5 954-3825 ○ ○ ○
岡村医院�腎・泌尿器科クリニック 今里畔町24-8 957-1715 × ○ ×
小原内科・消化器科診療所 滝ノ町1丁目15-10 959-0700 ○ ○ ○
片岡診療所 今里西ノ口18-5 953-8338 ○ ○ ○
金原医院 一文橋2丁目8-3 955-0208 ○ ○ ○
神部整形外科 神足3丁目4-8 958-0270 ○ ○ ○
くぼた医院 馬場見場走り25-3 951-8880 ○ ○ ○
済生会京都府病院 今里南平尾8 955-0111 ○ × ×
さいのうち医院 神足1丁目10-6 955-6850 ○ ○ ○
さとう内科 天神1-3-28 959-6800 ○ ○ ○
下尾医院 金ヶ原塚穴ノ前3-1�パレス金ヶ原 956-0003 ○ ○ ○
新河端病院 一文橋2丁目31-1 954-3136 ○ ○ ○
菅田医院 八条ヶ丘1丁目8-2 954-5720 ○ ○ ○
鈴木医院 開田2丁目3-10 951-1508 ○ ○ ○
鈴木外科医院 友岡4丁目19-11 953-3988 ○ ○ ○
すずき内科クリニック 今里西ノ口7-1 959-1150 ○ ○ ○
千春会病院 開田2丁目14-26 954-2175 ○ ○ ○
田本内科 友岡3丁目12-12 951-0749 ○ ○ ○
ちかやま内科 開田4丁目8-6 323-7614 ○ ○ ○
土井医院 長岡１丁目3-17 951-5577 ○ ○ ○
なかやま医院 今里三ノ坪5-4 955-5666 ○ ○ ○
長岡京病院 開田4丁目9-10 955-1151 ○ ○ ○
七岡内科医院 久貝3丁目1-18 954-2070 ○ ○ ○
西田医院 一文橋2丁目23-7 953-3993 ○ ○ ○
畠中診療所 勝竜寺11-2 952-2330 ○ ○ ○
馬場診療所 今里西ノ口7-1 959-1566 ○ ○ ○
檜垣医院 友岡西山14-7 951-2935 ○ ○ ○
ほう内科医院 滝ノ町2丁目6-13 953-3580 ○ ○ ○
堀口医院 開田3丁目6-19 953-8627 ○ ○ ○
村西医院 友岡4丁目16-6 955-4723 ○ ○ ○
森小児科医院 花山3丁目26 954-9511 ○ ○ ○
森本医院 天神1丁目12-12 956-3000 ○ ○ ○
横関整形外科医院 野添2丁目12-12 955-4700 × × ○
よねだ内科クリニック 野添2丁目10-16 951-1110 ○ ○ ○

大山崎町
梅山医院 円明寺小字若宮前10-63 956-3245 ○ ○ ○
太田内科医院 円明寺小字鳥居前6-7 957-6900 ○ ○ ○
小野田医院 大山崎小字高麗田3-4 956-2121 ○ ○ ○
中川医院 大山崎小字堀尻12 951-7701 ○ ○ ○

　がん検診を受けて精密検査が必要になったとき、精密検査医療機関を紹介することがあります。このとき、診
療報酬に基づき情報提供書料が必要となることがあります。詳しくは、受診された医療機関にお尋ねください。
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　7月中旬に、全ての被保険者の方に保険料の決定通知書と納付書（納付書で納付の方）をお送りします。特別徴収（年金
からのお支払い）の方は引き続き2か月ごとに年金から、また、普通徴収（口座振替や納付書）の方は7月から毎月、保険料
の支払いが始まります。保険料は制度を支える大切な財源です。期日内納付にご協力をお願いします。

■保険料率
　後期高齢者医療の保険料率は、次のとおりです。

■所得が低い方の軽減措置について
○均等割額の軽減／所得が低い方は、世帯の所得に応じて、均等割額が次のとおり軽減されます。

総所得金額等（被保険者全員＋世帯主）が次の基準を超えない世帯 軽減割合
　基礎控除額（33万円） 　8.5割（注1）
　8.5割軽減の対象となる世帯で、被保険者全員が年金収入80万円以下（その他の各種所得がない） 　9割（注2）
　基礎控除額（33万円）＋27万円×被保険者数 　5割
　基礎控除額（33万円）＋49万円×被保険者数 　2割
※�年金収入につき、公的年金等控除を受けた65歳以上の方については、公的年金等にかかる所得金額から15万円が控除
されます。

※専従者控除、譲渡所得の特別控除の税法上の規定は適用されません。
（注1）（注2）本来は7割軽減ですが、特例措置により平成29年度も9割または8.5割軽減になります。
○�所得割額の軽減／所得割額の算定にかかる基礎控除後の総所得金額等が58万円以下の方について、特例措置により、
平成29年度は所得割額が2割軽減されます。

○�被扶養者であった方の軽減／制度加入の前日まで会社の健康保険や協会けんぽ、共済組合の被扶養者であった方は、所
得割額はかからず、均等割額は本来資格取得時から2年間は5割軽減ですが、平成29年度は特例措置により7割軽減さ
れます。国民健康保険や国民健康保険組合に加入していた方は該当しません。

■保険料のコンビニ納付について
　市会計課窓口と金融機関に加え、全国のコンビニエンスストアでも保険料を納めていただけます。利用可能なコンビニ
エンスストアの営業時間中は、土・日曜日、祝日など関係なくいつでも納付ができますので、ぜひご利用ください。

㉄医療保険課福祉医療係 後期高齢者医療担当（内線335、359）

平成29年度の後期高齢者医療保険料

後期高齢者医療保険料
賦課限度額　57万円 ＝ +均等割額

被保険者1人あたり48,220円
所得割額
（総所得金額等－基礎控除額＜33万円＞）×9.61％

所得割額と被扶養者であった方の均等割額の軽減率が変わります

　制度発足時から国の予算措置により特例軽減が行われていましたが、平成29年4月から段階的に見直しが行わ
れることになりました。

平成28年度まで 平成29年度から
所得割額の軽減 5割 2割
被扶養者であった方の均等割額の軽減 9割 　7割※

※世帯の所得が低い方は、均等割額の軽減（9割軽減か8.5割軽減）が受けられます。
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　10項目の質問に答え、医師のチェックを受ける
ことで、もの忘れの状況を確認しましょう。対象者
には7月初旬に案内を送付します。
●�実施期間／7月3日（月）～10月31日（火）
●�対象／平成29年4月1日現在、40歳、45歳、50
歳、55歳、60歳、65歳、70歳、75歳、80歳の市民
※�案内に同封の「もの忘れ検診受診票」に必要事項
を記入し、実施医療機関で受診してください。実
施医療機関は、同封の一覧表でご確認ください。

㉄高齢介護課（内線345）

年齢 生年月日
40歳 1976(昭和51)年4月1日～1977(昭和52)年3月31日
45歳 1971(昭和46)年4月1日～1972(昭和47)年3月31日
50歳 1966(昭和41)年4月1日～1967(昭和42)年3月31日
55歳 1961(昭和36)年4月1日～1962(昭和37)年3月31日
60歳 1956(昭和31)年4月1日～1957(昭和32)年3月31日
65歳 1951(昭和26)年4月1日～1952(昭和27)年3月31日
70歳 1946(昭和21)年4月1日～1947(昭和22)年3月31日
75歳 1941(昭和16)年4月1日～1942(昭和17)年3月31日
80歳 1936(昭和11)年4月1日～1937(昭和12)年3月31日

　後期高齢者医療の被保険者の方に、新しい被保険者証を7月中旬に簡易書留で送付します。新しい後期高齢者医療被保険
者証は橙

だいだい
色です。古い被保険者証（うぐいす色）については、市役所にご返却いただくか、ご自身で破棄してください。

■負担割合の判定基準
　医療機関での窓口負担割合の判定は、同一世帯内の被保険者の住民税課税所得で判定されます。

　負担割合が3割の方で、平成28年中の収入額が次の条件にあてはまる場合、申請により窓口負担割合が1割となります。

●�申込み／8月1日（火）までに、次の「申請時に必要なもの」を添えて、医療保険課へ申請してください。� �
申請が遅れると申請した月の翌月からの変更となります。

●申請時に必要なもの
　○収入額が確認できる書類（確定申告書の写し、収入が給与・公的年金などの場合は源泉徴収票）
　○印鑑
　○後期高齢者医療被保険者証
　○本人以外の方が申請する場合は、委任状と申請者本人が確認できる書類および申請者の印鑑

■限度額適用・標準負担額減額認定証について
　現在有効期限が7月31日までの認定証をお持ちの方には、新しい認定証を被保険者証に同封してご自宅へお送りします。

㉄医療保険課福祉医療係 後期高齢者医療担当（内線335、359）

もの忘れ検診をしてみませんか

後期高齢者医療被保険者証を更新します

　住民税課税所得の額 　窓口負担割合
　課税所得額145万円以上 　3割（現役並み所得者）
　課税所得額145万円未満 　1割（一般）

　被保険者の人数 　基準収入額
　世帯内の被保険者が1人の場合 　383万円未満
　○世帯内の被保険者が2人以上の場合
　○�世帯内の被保険者が1人で、同一世帯内に70歳以上75歳未満の方がいる場合

　520万円未満
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●�

対
象
者
／
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

　○�

骨
髄
バ
ン
ク
を
通
し
て
骨
髄
等
の
提
供

を
行
っ
た
方

　○�

骨
髄
等
の
提
供
を
行
っ
た
日
に
向
日
市

内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

　○�

ほ
か
の
自
治
体
な
ど
が
実
施
す
る
同
種
同

類
の
助
成
金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
方

●�

助
成
金
額
／
次
に
掲
げ
る
骨
髄
等
の
提
供

に
係
る
通
院
、入
院
ま
た
は
面
談
な
ど
に

つ
い
て
、1
日
あ
た
り
2
万
円（
1
回
の
提

供
あ
た
り
最
大
7
日
間
、上
限
14
万
円
）。

た
だ
し
、骨
髄
等
の
採
取
に
関
連
し
た
医

療
処
置
に
よ
っ
て
生
じ
た
健
康
被
害
の
た

め
の
も
の
は
除
き
ま
す
。

　○
健
康
診
断
の
た
め
の
通
院

　○
自
己
血
採
血
の
た
め
の
通
院

　○
骨
髄
等
の
採
取
の
た
め
の
入
院

　○�

そ
の
ほ
か
、骨
髄
バ
ン
ク
ま
た
は
医
療

機
関
が
必
要
と
認
め
る
通
院
、入
院
ま

た
は
面
談

●�
申
請
方
法
／
向
日
市
骨
髄
ド
ナ
ー
助
成
金

交
付
申
請
書
兼
請
求
書
に
、次
の
書
類
を

添
え
て
、健
康
推
進
課
へ
。

　○�

骨
髄
バ
ン
ク
が
発
行
す
る
骨
髄
等
の
提

供
を
行
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

　○�

骨
髄
等
の
提
供
に
係
る
通
院
な
ど
を
し

た
こ
と
や
当
該
通
院
な
ど
を
し
た
日
を

証
す
る
書
類

　な
ど

●�

申
請
期
限
／
骨
髄
等
の
提
供
を
行
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内

㉄
健
康
推
進
課（
内
線
3
3
7
）

チャレンジ

つながる手 話
　手話言語条例の施行に伴い、
市民の皆さまに取り組んでい
ただける手話を紹介します。

すみません

㉄障がい者支援課（内線340） 
932-0800

①�右手の親
指と人差
し指を、眉
間をつま
むように
閉じる。

②��手を開き、
頼むよう
に胸の前
あたりに
出す。

　骨
髄
ま
た
は
末
梢
血
幹
細
胞（
以
下「
骨
髄
等
」と
い
う
）の
提
供
者
の
負
担
を
軽
減

し
、移
植
に
用
い
る
骨
髄
等
の
適
切
な
提
供
の
推
進
を
図
る
た
め
、公
益
財
団
法
人
日

本
骨
髄
バ
ン
ク（
以
下「
骨
髄
バ
ン
ク
」と
い
う
）を
通
し
て
、骨
髄
等
の
提
供
を
行
っ

た
方
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

骨
髄
等
の
提
供
者（
ド
ナ
ー
）に
助
成
金
を
交
付

●
通
知
の
内
容

　証
明
書
の
交
付
年
月
日
、交
付
証
明
書

の
種
別
と
枚
数
、交
付
請
求
者
の
種
別（
代

理
人
ま
た
は
第
三
者
）

※
請
求
者
の
氏
名
や
住
所
は
通
知
し
ま
せ
ん
。

●
通
知
対
象
と
な
る
請
求

　○�

本
人
の
代
理
人（
委
任
状
に
よ
る
）か
ら

の
請
求

　○�

本
人
以
外
の
第
三
者
か
ら
の
請
求

●
通
知
対
象
と
な
ら
な
い
請
求

　○�

登
録
し
た
本
人
、同
一
世
帯
員
か
ら
の

住
民
票
の
写
し
の
請
求

　○�

登
録
し
た
本
人
、同
一
戸
籍
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
、配
偶
者
、直
系
尊
属
・
卑

属
か
ら
の
戸
籍
関
係
証
明
の
請
求

　○�

国
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
公
用
請
求

　○�

裁
判
、訴
訟
、紛
争
処
理
手
続
き
な
ど
代

理
業
務
を
理
由
と
し
た
請
求

㉄
市
民
課（
内
線
2
1
3
）

●
登
録
で
き
る
方

　○�

向
日
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
し
て
い
た
方

　○�

向
日
市
に
戸
籍
が
あ
る
方
、ま
た
は

あ
っ
た
方

●
登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　登
録
申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）、本
人
確
認
書

類（
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、顔
写
真
入
り
の
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）、法
定
代
理
人
の
場

合
は
そ
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類
、法
定

代
理
人
以
外
の
場
合
は
委
任
状
と
認
印

●
登
録
受
付
／
市
民
課

●
通
知
対
象
と
な
る
証
明
書
の
種
類

　住
民
票
の
写
し
、住
民
票
記
載
事
項
証

明
書
、戸
籍
謄
本
・
抄
本
、戸
籍
記
載
事
項

証
明
書
、戸
籍
の
附
票
の
写
し

　向
日
市
に
住
民
登
録
や
本
籍
の
あ
る
人
が
事
前
に
登

録
し
て
お
く
こ
と
で
、代
理
人
や
第
三
者
に
住
民
票
の
写

し
な
ど
を
交
付
し
た
と
き
に
、そ
の
事
実
を
通
知
す
る
制

度
で
す
。戸
籍
謄
本
や
住
民
票
が
不
正
に
取
得
さ
れ
た

ケ
ー
ス
が
全
国
で
相
次
い
で
発
生
し
た
た
め
、個
人
情
報

の
不
正
取
得
や
人
権
侵
害
を
防
止
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。証
明
書
を
第
三
者
に
交
付
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
制

度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
正
取
得
・
不
正
請
求
に
ご
用
心

事
前
登
録
型
本
人
通
知
制
度

不正取得

不正請求

個
人
情

報
が
第三者に見られてい

ま

す
！
！
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7月は「愛の血液助け合い運動」月間
　7月1日（土）から31日（月）までの1か月間、全国一斉に「愛
の血液助け合い運動」が実施されます。血液は、人工的に造る
ことができず、長期保存もできません。
　そのため、病気やけがによって輸血を必要とする方々の
もとへ安定して血液を確保するためには、毎日多くの方の
献血が必要です。
　あなたの献血が尊い命を救います。あたたかいご協力を
お待ちしております。
■献血
●�日時／7月19日（水）午前10時～11時45分、午後1時45
分～午後4時15分

●�場所／午前は寺戸公民館、午後は向日回生病院
●�対象／男性17歳～69歳、女性18歳～69歳。65歳以上の
方の献血は、60～64歳の間に献血経験がある方

●�持ち物／献血カード（お持ちの方）、本人確認のできるもの
※�献血実施日は、市ホームページでもお知らせします。7月
23日（日）に、イオンモール京都桂川でも献血を行います。

※�平成28年度、向日市では年間1,377人の方に献血にご協
力いただきました。

㉄健康推進課（内線337）

　熱
中
症
の
発
生
は
、7
～
8
月
が
ピ
ー
ク

で
す
。熱
中
症
は
、高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、

体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た

り
、体
温
調
整
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ

と
に
よ
り
、体
内
に
熱
が
た
ま
り
、吐
き
気
や

倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、重
症
に
な
る

と
意
識
障
害
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

　熱
中
症
予
防
に
は
、「
水
分
補
給
」と「
暑
さ

を
さ
け
る
こ
と
」が
大
切
で
す
。

■
熱
中
症
に
な
っ
た
時
の
処
置
は

　○
涼
し
い
場
所
に
避
難
さ
せ
る

　○
衣
服
を
脱
が
せ
、身
体
を
冷
や
す

　○
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

　自
力
で
水
を
飲
め
な
い
、意
識
が
な
い
場

合
は
、直
ち
に
救
急
隊
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。

㉄
健
康
推
進
課（
内
線
3
3
7
）

　広島市平和記念公園の「原爆の子の
像」に捧げる折り鶴を募集していま
す。7月26日（水）までに必ず糸を通し
て数を数え、市民参画課（市役所本館2
階、内線291）までお持ちください。8
月5日（土）に、市民代表の小学
生が折り鶴ブースに捧げます。

平和の折り鶴募集 熱
中
症
に
ご
注
意
を��

7
月
は
予
防
強
化
月
間

　青
少
年
の
非
行
・
被
害
防

止
全
国
強
調
月
間
で
あ
る
7

月
に
乙
訓
地
区
大
会
を
開
催

し
ま
す
。入
場
無
料
。で
き
る
だ
け
公
共
交
通

機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
7
月
9
日（
日
）午
前
10
時
20
分
～

（
受
付
は
10
時
～
）

●��

場
所
／
イ
オ
ン
モ
ー
ル
京
都
桂
川
3
階��

イ
オ
ン
ホ
ー
ル

■
第
1
部

　○
式
典

■
第
2
部

　○�

講
演「
最
近
の
少
年
を
巡
る
問
題
」�

�

足
立
弘
さ
ん（
京
都
府
警
察
本
部
生
活

安
全
部
少
年
課
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
副
所
長〈
警
部
〉）

　○�

科
学
マ
ジ
ッ
ク「
科
学
忍
者
学
園
」�

�

科
学
家
ち
き
ん
さ

ん
、科
学
家
す
ず
め

さ
ん（
全
日
本
科
学

漫
才
研
究
所
）

■
第
3
部

　○�

京
都
府
警
察
音
楽
隊
と�

�

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
演
奏

●
主
催
／
乙
訓
少
年
補
導
委
員
会

㉄
生
涯
学
習
課（
内
線
8
3
4
）

少
年
を
非
行
か
ら
守
る��

府
民
運
動�

�

「
乙
訓
地
区
大
会
」

7月は青少年の非行・被害防止 
全国強調月間

「明るい家庭と地域の輪が� �
育てる心豊かな青少年」

青少年をあたたかく見守る地域社会づくり

向日市青少年健全育成連絡協議会

㉄生涯学習課（内線834）

高齢歩行者の交通安全③

○�青信号が点滅しているときは、次の
青信号まで待ちましょう。

○�信号が青でも右左の車両が止まった
ことを確認しましょう。

○�信号がない横断歩道は車が通り過ぎる
まで待ちましょう。また車が通りすぎ
た後にもう一度右左を確認しましょう。

横断歩道も安全確認
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月
14
日（
金
）ま
で
に
市
民
参

画
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
あ

り
ま
す
。

■
同
時
開
催

　○�

平
和
書
道
展��

（
入
賞
、入
選
作�

�

品
展
示
）

　○�

平
和
パ
ネ
ル
展�

�

「
ヒ
ロ
シ
マ
・��

ナ
ガ
サ
キ�

原��

爆
と
人
間
」

　○
人
権
パ
ネ
ル
展

㉄
市
民
参
画
課（
内
線
2
9
1
）

●�

日
時
／
7
月
29
日（
土
）午
後
1
時
～
3
時

45
分（
午
後
0
時
30
分
開
場
）

●�

場
所
／
イ
オ
ン
モ
ー
ル
京
都
桂
川
3
階
　

イ
オ
ン
ホ
ー
ル

●
内
容

　○
平
和
書
道
展

　入
賞
者
表
彰
式

　○�

映
画
上
映「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」（
日

本
語
字
幕
・
音
声
ガ
イ
ド〈
オ
ー
プ
ン

方
式
〉付
き
、上
映
時
間
1
2
9
分
）

●
優
先
入
場
券
／
無
料

　�7
月
4
日（
火
）か
ら
市
民
参
画
課（
市
役

所
本
館
2
階
）、各
地
区
公
民
館
・
コ
ミ
セ

ン
、図
書
館
、市
民
体
育
館
で
配
布
し
ま
す
。

配
布
枚
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、一
人

2
枚
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。こ

の
入
場
券
で
、午
後
1
時
ま
で
優
先
し
て

入
場
い
た
だ
け
ま
す
。

●�

保
育
／
満
1
歳
～
就
学
前
、定
員
5
人
。7

Ｑ. �毎年夏休みに見学会が実施される、深田川橋公園から京都向
日町競輪場駐車場までの地下に造られた雨水貯留トンネル
はどれでしょう？（今年の見学会は7月28日実施予定です）

　�①いろは呑龍トンネル　②寺戸川1号幹線　③桂川1号幹線� �
　�④桂川2号幹線　⑤石田川1号幹線

向日市ふるさと検定� おためし一問

Ｑ. �向日市が世界の恒久平和を願って｢世界平和
都市宣言｣をしたのはいつでしょう？

　�①平成19年11月3日　②平成9年11月3日� �
　�③昭和59年11月3日　④昭和49年11月3日��
　�⑤昭和39年11月3日

㉄広報・ふるさと創生課（内線278）

　古
代
の
都
・
長
岡
京
の
時
代
を「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
」か
ら
学
び
、理
解
を
深
め
て
み
ま
せ

ん
か
。貴
族
が
身
に
着
け
て
い
た
衣
裳
の
歴
史

や
意
味
を
学
び
な
が
ら
、実
際
に
再
現
し
ま
す
。

製
作
し
た
衣
裳
は
、11
月
に
行
う
予
定
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
発
表
会
や
、向
日
市
ま
つ

り
の「
大
極
殿
衣
裳
行
列
」で
着
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
、衣
裳
の
着
付

け
の
練
習
も
行
い
ま
す
。

　特
に
専
門
的
は
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

裁
縫
に
興
味
が
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
7
月
7
日（
金
）午
後
1
時
30
分
～

4
時（
以
後
も
活
動
日
が
あ
り
ま
す
。当
日

出
席
者
で
相
談
し
決
定
し
ま
す
）

●
場
所
／
文
化
資
料
館

㉄
文
化
資
料
館（
☎
9
3
1-

1
1
8
2
）

古
代
衣
裳
製
作
・
着
付��

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

向
日
市
民
平
和
と
人
権
の
つ
ど
い

平和学習ビデオ・DVDの貸出し
　市は、戦争の悲惨さや平和の尊さなどを知
り、平和学習に役立てていただくため、無料で
ビデオテープ・DVDの貸し出しをしています。
●貸し出し期間／7日以内（1人2本）
●ビデオテープ・DVD名
　○「ヒロシマに一番電車が走った」
　○「つるにのって『とも子の冒険』」
　○「猫は生きている」　○「夏服の少女たち」
　○「はだしのゲン」　など全51本

㉄市民参画課（内線291）

-�初級編�-� -�中級編�-

©こうの史代・双葉社／� �
『この世界の片隅に』製作委員会

向日市ふるさと検定
       連携事業

ふ
る
さ
と

魅
力
発
見
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2017年7月号

　男女共同参画社会を目指して学習し、社会全般にわたる視野を広げることにより、
地域社会の諸問題に取り組む女性リーダーを養成します。また、各地の女性団体との
交流を通じて、女性のネットワークづくりを進めます。

●日程／10月13日（金）～10月14日（土）
●�場所／北海道苫小牧市
●�研修内容／「日本女性会議2017とまこまい」への参加
※�研修終了後、レポートを提出していただきます。
●�応募資格／市内に居住する20歳以上の女性で、次の各
項に該当する方1人
①�この研修に参加した体験を生かして、ジェンダー問題解
決の視点で、地域社会の諸問題に積極的に取り組む意欲
のある人
②研修期間を通じ健康に不安のない人

※�定員を超えた場合は、書類により選考します。
●�費用／参加費・交通費は、予算の範囲内で市が補助しま
す�（宿泊費・食費などそのほかの費用は各自負担）。

●�申込み／7月14日（金）までに、申込書に必要事項を記入
の上、市民参画課（内線291、市役所本館2階）へ。補助金
申請書を記入し、提出していただくため、認め印をお持
ちください。申込書は市民参画課窓口にあります。また
市ホームページ「申請書ダウンロード」から印刷もでき
ます。
※参加者が決まり次第、文書で通知します。

㉄市民参画課（内線291）

■主な分野別支援件数

分野 高齢者 障がい者 子ども そのほか 合計
支援件数 988 49 618 144 1,799

■主な活動件数

活動の種類 調査・
実態把握

行事・
事業・
会議など
への参加
協力

地域福祉
活動・
自主活動

証明事務
要保護児
童の発見
の通告・
仲介

訪問・
連絡活動

活動件数 763 1,557 2,730 444 11 8,271

㉄地域福祉課（内線347）

おためし一問��の答え　初級編�⑤石田川1号幹線　中級編�③昭和59年11月3日(長岡京遷都1200年にあたる年です)

平成28年度 向日市民生児童委員の活動実績

　民生児童委員は、地域の身近な相談
者として、困ったり悩んでおられる方
の相談に乗り、必要な情報をお伝えし
たり、行政や関係機関との橋渡しをし
ています。
　現在、向日市には、83人の民生児童委
員（うち主任児童委員6人）が活動して
います。相談や困りごとがありました
ら、担当の民生児童委員へお気軽にご
連絡ください。

女性リーダー派遣研修 参加者募集

「平成28年度�女
ひと
と男
ひと
の� �

いきいきフォーラム記録集」ができました
　昨年12月11日に開催した「女と男のいきいきフォーラム」の記録集ができました。
　大阪国際大学准教授�谷口真由美さんによる講演会「『みんなでハッピーに暮らそ
う』～女も男も輝く社会とは～」に参加された方々の感想やアンケート結果、向日市ま
つり会場で実施した「男女意識チェックアンケート」の結果なども掲載しています。
　記録集は、市民参画課の窓口や、各地区公民館・コミセンに置いてありますので、ぜ
ひご覧ください。

㉄市民参画課（内線291）
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税
・
年
金
・
保
険

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
方
へ

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、2
年
を
経
過
す
る
と

時
効
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
時
効
の
た
め
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
保
険
料
を
、平
成
27
年
10
月
か
ら
平

成
30
年
9
月
ま
で
の
3
年
間
に
限
り
、過
去

5
年
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付（
後
納
）す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、年
金
額

が
増
え
た
り
、保
険
料
納
付
期
間
が
不
足
し

て
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
年
金
受

給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
後
納
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
際
は
、後

納
が
可
能
な
期
間
の
う
ち
、最
も
古
い
分
か

ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。後
納
制
度
に

よ
る
保
険
料
の
納
付
期
日
は
平
成
30
年
9
月

末
ま
で
と
な
り
、ご
希
望
の
方
は
事
前
に
申

込
み
が
必
要
で
す
。

※�
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
申
込
み
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

※�
過
去
3
年
度
以
前（
平
成
26
年
度
以
前
）の

後
納
保
険
料
に
は
、当
時
の
保
険
料
額
に

加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

●�

申
込
み
⁄
京
都
西
年
金
事
務
所（
☎

�

3

�
1
�

5-

1
8
2
9
）、市
民
課
年
金
係（
内
線

2
1
6
、2
4
6
）へ
。

免
除
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を

追
加
で
支
払
い
た
い
と
き

　
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す
る
と

き
に
、保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受

け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て
年
金
額
が
低
額
と

な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け
た

期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、後
か
ら
納
付

（
追
納
）す
る
こ
と
に
よ
り
、老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま

た
、社
会
保
険
料
控
除
に
よ
り
、所
得
税
・
住

民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
追
納
を
行
う
場
合
は
、申
込
み
が
必
要
で

す
。申
込
み
後
、日
本
年
金
機
構
か
ら
納
付
書

が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、届
い
た
納
付
書
で
お

支
払
い
し
て
い
た
だ
き
ま
す（
口
座
振
替
な

ら
び
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
）。

●
追
納
に
関
す
る
注
意
点

　
○�

追
納
が
で
き
る
の
は
追
納
が
承
認
さ
れ

た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除
・
猶
予
期

間
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。（
例
）平
成
19

年
7
月
分
は
平
成
29
年
7
月
末
ま
で

　
○�

承
認
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、原
則
古
い
期

間
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
○�

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
た
期
間
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、3
年
度
目
以
降

に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、承
認

を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間

に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
○�

す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
申
込
み
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

●��

申
込
み
⁄
京
都
西
年
金
事
務
所（
☎

�

3

�
1
�

5-

1
8
2
9
）、市
民
課
年
金
係（
内
線

2
1
6
、2
4
6
）へ
。

福
祉
・
健
康

介
護
者
支
援
金
の
支
給

　
65
歳
以
上
で「
要
介
護
3
・
4
・
5
」の
高
齢

者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
に
、介
護
者
支

援
金
と
し
て
年
額
3
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

●�

対
象
⁄
7
月
1
日
現
在
、高
齢
者
、介
護
者

と
も
向
日
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

当
該
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
主
た
る
介
護
者

※
た
だ
し
、次
の
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
○�

7
月
1
日
に
要
介
護
高
齢
者
が
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

場
合

　
○�

7
月
1
日
時
点
で
要
介
護
高
齢
者
が
病

院
ま
た
は
介
護
老
人
保
健
施
設
に
引
き

続
き
3
か
月
を
超
え
て
入
院
や
入
所
し

て
い
る
場
合

　
○�

7
月
1
日
以
前
の
3
か
月
間
に
お
い
て
、

要
介
護
高
齢
者
が
在
宅
介
護
を
受
け
た

期
間
が
20
日
に
満
た
な
い
場
合

●�

申
請
期
間
⁄
7
月
3
日（
月
）～
18
日（
火
）

募 
集

留
守
家
庭
児
童
会
夏
休
み
ア
ル
バ
イ
ト

指
導
員
募
集

　
留
守
家
庭
児
童
会
は
、労
働
な
ど
に
よ
り

昼
間
家
庭
に
保
護
者
が
い
な
い
小
学
生
に
、

授
業
の
終
了
後
に
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供

し
、そ
の
健
全
な
育
成
を
図
る
場
で
す
。ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
／
高
校
卒
業
以
上
の
健
康
で
子
ど
も

が
好
き
な
方

●
条
件

　
○
賃
金
／
1
時
間�

9
4
0
円

　
○�

勤
務
期
間
・
日
時
／
7
月
21
日（
金
）～

8
月
26
日（
土
）午
前
8
時
30
分
～
午
後

6
時
の
間
で
8
時
間
以
内
ま
た
は
3
～

5
時
間
の
交
代
勤
務（
日
曜
日
、祝
日
と

8
月
14
日
～
16
日
は
除
く
）

　
※�

勤
務
期
間
や
時
間
な
ど
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
○�

勤
務
場
所
／
留
守
家
庭
児
童
会
の
施
設

（
各
市
立
小
学
校
）

●�

申
込
み
／
事
前
に
電
話
で
確
認
の
上
、7

月
7
日（
金
）ま
で
に
市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
載
し
、直
接
、

生
涯
学
習
課（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前

8
時
30
分
～
正
午
、午
後
1
時
～
5
時
）へ
。

㉄
生
涯
学
習
課（
内
線
8
3
5
）

市税などの納期限
7月31日（月）

固定資産税・都市計画税第2期

国民健康保険料第2期

介護保険料第2期

後期高齢者保険料第1期
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●�市役所への電話でのお問い合わ
せは、☎931-1111�（代表番号）
にお掛けください。担当課にお
つなぎします。

●�市役所へのファクスは 922�-��
6587、郵便物は「〒617-�8665�
向日市役所」（住所不要）、電子
メールはinfo@city.muko.lg.jp
にお送りください。
※�ファクス、郵便物、電子メールに
は、市役所のどこの課（担当課
名）宛てかをお書きください。

●�参加費などの記載がないものは、
無料でご参加いただけます。

問＝お問い合わせ��HP＝ホームページアドレス

福祉・教育のサービス、
教室・文化・芸能の催しなど、
市からのお知らせを
中心に掲載しています。

市のサービス情報・催し

の
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
午
前
8
時

30
分
～
正
午
、午
後
1
時
～
5
時
15
分

●�

申
請
に
必
要
な
も
の
／
介
護
保
険
の
被
保

険
者
証
、振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
、振
込
用
の「
店
名
・

預
金
種
目
・
口
座
番
号
」が
必
要
で
す
）

●
支
給
予
定
日
⁄
8
月
31
日（
木
）

㉄�

高
齢
介
護
課�

高
齢
者
支
援
係�

�

（
内
線
3
4
5
）

障
が
い
児
療
育
事
業�

�

～
素
敵
な
絵
本
に
出
合
い
ま
し
ょ
う
～

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

●�

日
時
／
7
月
22
日（
土
）午
前
10
時
～
11
時

30
分

●
場
所
／
福
祉
会
館

●�

講
師
／
花
田
睦
子
さ
ん（
絵
本
・
児
童
書

専
門
店�

え
ほ
ん
館
）

●�

対
象
／
障
が
い
児
と
そ
の
家
族
20
組

●�

申
込
み
／
7
月
3
日（
月
）～
21
日（
金
）の

間
に
、向
日
市
社
会
福
祉
協
議
会�

障
が
い

者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
9
3
2-

1
9
9
0
、
9
3
3-

4
4
2
5
、土
・
日

曜
日
、祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
）へ
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

「
特
定
医
療
費
受
給
者
証
」継
続
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か

　
特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給
者
証
は
、

毎
年
、継
続
手
続
き
が
必
要
で
す
。継
続
申
請

の
受
付
期
間
は
①
水
色
受
給
者
証
は
、7
月

31
日（
月
）ま
で
、②
緑
色
受
給
者
証
は
7
月

3
日（
月
）か
ら
9
月
29
日（
金
）ま
で
で
す
の

で
、継
続
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、期
間
内
に
手

続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

㉄�

乙
訓
保
健
所�

保
健
室�

�

☎
9
3
3-

1
1
5
3

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談

●�

日
時
／
7
月
6
日（
木
）、8
月
3
日（
木
）、

い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
3
時
30
分

●
場
所
／
乙
訓
保
健
所

●�

申
込
み
／
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
電
話
で
、

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
1
2
0-

0
7
8-
3
9
4
）へ
。

※�

同
セ
ン
タ
ー
で
は
通
常
相
談（
電
話
ま
た

は
対
面
）を
平
日（
祝
日
、振
替
休
日
、年
末

年
始
を
除
く
）の
午
前
9
時
～
正
午
、午
後

1
時
～
4
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
資
格
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
研
修

　
最
新
の
知
識
･
技
術
の
研
修
を
通
し
て
、

介
護
･
福
祉
分
野
へ
の
就
労
や
復
職
を
支
援

し
ま
す
。2
日
間
の
研
修
で
す
。両
日
受
講
さ

れ
た
方
に
は「
研
修
修
了
証
」を
発
行
し
ま
す
。

●
日
時

　
①
7
月
11
日（
火
）、12
日（
水
）

　
②
7
月
26
日（
水
）、27
日（
木
）

　�

い
ず
れ
も
、1
日
目�

午
前
10
時
～
午
後
4

時
、2
日
目�

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

●
場
所

　
①
京
都
テ
ル
サ（
京
都
市
南
区
）

　
②
文
化
パ
ル
ク
城
陽（
城
陽
市
寺
田
今
堀
）

●�

対
象
／
介
護
福
祉
士
や
介
護
職
員
初
任
者
研

修（
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
）な
ど
の
有
資

格
者
で
、現
在
、介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
に
就
業
さ
れ
て
お
ら
ず
、福
祉
現
場
へ
の

就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
各
20
人

●�

申
込
み
／
①
は
7
月
4
日（
火
）、②
は
7

月
19
日（
水
）ま
で
に
電
話
で
、京
都
府

社
会
福
祉
協
議
会�

京
都
府
福
祉
人
材
・

研
修
セ
ン
タ
ー（
☎
2
5
2-

6
2
9
7
、

土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
午
前
9
時
～

午
後
5
時
）へ
。

子
育
て
・
教
育

コ
ミ
セ
ン
の
自
習
室
開
放

　
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
が
、定
員
が

あ
り
ま
す
の
で
、当
日
各
コ
ミ
セ
ン
に
空
き

状
況
を
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
○�

物
集
女
コ
ミ
セ
ン�

7
月
23
日（
日
）～

8
月
27
日（
日
）の
毎
週
日
・
水
曜
日

（
8
月
16
日
を
除
く
）

　
○�

上
植
野
コ
ミ
セ
ン�

7
月
21
日（
金
）～

8
月
25
日（
金
）の
毎
週
木
・
金
曜
日

（
8
月
11
日
を
除
く
）

　�

い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分
～
正
午
、午
後

1
時
～
4
時
30
分

●
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
5
年
生
以
上

※
自
習
室
内
で
の
私
語
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※�

飲
食
は
、ふ
た
が
で
き
る
飲
み
物（
水
筒
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
）に
限
り
持
ち
込
み
可
。

㉄
物
集
女
コ
ミ
セ
ン
☎
9
2
1-

1
5
1
4

　上
植
野
コ
ミ
セ
ン
☎
9
2
2-

3
5
8
0

募 
集

留
守
家
庭
児
童
会
夏
休
み
ア
ル
バ
イ
ト

指
導
員
募
集

　
留
守
家
庭
児
童
会
は
、労
働
な
ど
に
よ
り

昼
間
家
庭
に
保
護
者
が
い
な
い
小
学
生
に
、

授
業
の
終
了
後
に
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供

し
、そ
の
健
全
な
育
成
を
図
る
場
で
す
。ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
／
高
校
卒
業
以
上
の
健
康
で
子
ど
も

が
好
き
な
方

●
条
件

　
○
賃
金
／
1
時
間�

9
4
0
円

　
○�

勤
務
期
間
・
日
時
／
7
月
21
日（
金
）～

8
月
26
日（
土
）午
前
8
時
30
分
～
午
後

6
時
の
間
で
8
時
間
以
内
ま
た
は
3
～

5
時
間
の
交
代
勤
務（
日
曜
日
、祝
日
と

8
月
14
日
～
16
日
は
除
く
）

　
※�

勤
務
期
間
や
時
間
な
ど
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
○�

勤
務
場
所
／
留
守
家
庭
児
童
会
の
施
設

（
各
市
立
小
学
校
）

●�

申
込
み
／
事
前
に
電
話
で
確
認
の
上
、7

月
7
日（
金
）ま
で
に
市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
載
し
、直
接
、

生
涯
学
習
課（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前

8
時
30
分
～
正
午
、午
後
1
時
～
5
時
）へ
。

㉄
生
涯
学
習
課（
内
線
8
3
5
）
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平
成
29
年
度�

�
�

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　
府
民
一
人
一
人
が
動
物
愛
護
へ
の
関
心
や

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、京
都
府
と

京
都
市
で
は
動
物
愛
護
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い

ま
す
。皆
さ
ま
か
ら
の
、人
と
動
物
と
の
心
温

ま
る
写
真
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
作
品
の
規
格

　
○�

四
つ
切
り�

2
5
4
㎜
×
3
0
5
㎜（
四
つ

切
り
ワ
イ
ド
不
可
）、ま
た
は
A
4
サ
イ

ズ�

2
1
0
㎜
×
2
9
7
㎜
に
限
り
ま
す
。

　
※�

カ
ラ
ー
、モ
ノ
ク
ロ
は
問
い
ま
せ
ん
。自

宅
な
ど
の
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
た
作

品
も
応
募
で
き
ま
す
。合
成
・
加
工（
一

般
的
な
色
調
整
や
ト
リ
ミ
ン
グ
を
除

く
）し
た
も
の
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

●
募
集
期
間
／
7
月
31
日（
月
）ま
で

●
対
象
／
京
都
府
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

●�

応
募
方
法
／
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、作
品
の
裏
面
中
央
に
応
募
票
を
貼

り
付
け
、申
込
み
先
へ
郵
便
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、応
募
票
や
注
意
事

項
な
ど
は
募
集
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。チ
ラ
シ
は
申
込
み
先
と
環
境
政
策

課
に
あ
り
ま
す
。

●�

申
込
み
／
京
都
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
〒
6
0
1-

8
1
0
3�

京
都
市
南
区
上

鳥
羽
仏
現
寺
町
11
、☎
6
7
1-

0

�

3

�
3
�

6
）、
乙
訓
保
健
所�

環
境
衛
生
室

（
〒
6
1
7-

0
0
0
6�

上
植
野
町
馬
立

8
、☎
9
3
3-

1
2
4
1
）

※�

1
人
4
点
以
内
、作
品
は
未
発
表
の
も
の

と
し
ま
す
。哺
乳
類
、鳥
類
、爬
虫
類
に
限

り
ま
す
。

K
i
d
s
献
血
探
偵
団

　
献
血
ル
ー
ム
を
見
学
し
て
、献
血
や
血
液

の
不
思
議
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
8
月
8
日（
火
）①
午
前
9
時
30
分
～

11
時
30
分�

②
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

●�

場
所
／
献
血
ル
ー
ム
京
都
駅
前（
京
都
市

下
京
区
）

●�

対
象
／
①
②
と
も
に
向
日
市
、長
岡
京
市
、

大
山
崎
町
在
住
の
小
学
3
～
6
年
生
と
そ

の
保
護
者
各
10
組
程
度

●�
内
容
／
献
血
ル
ー
ム
の
見
学
、ク
イ
ズ
で

学
ぶ
血
液
の
不
思
議
、献
血
し
て
い
る
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
を
見
学
し
よ
う（
保
護

者
の
方
で
、献
血
が
可
能
な
方
は
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
）。参
加
賞
あ
り

●�

申
込
み
／
7
月
14
日（
金
）必
着
。参
加
者
全

員
の
住
所
、氏
名
、学
年
、性
別
、電
話
番
号
、

参
加
希
望
時
間
、「
K
i
d
s
献
血
探
偵
団
希

望
」と
記
入
の
上
、は
が
き
で
乙
訓
献
血
推
進

協
議
会
事
務
局（
〒
6
1
7-

0
0
0
6�
上

植
野
町
馬
立
8�

京
都
府
乙
訓
保
健
所�

保
健

室
、☎
9
3
3-

1
1
5
3
）へ
。応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

平
成
29
年
度�

�
�

京
都
府
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

　
京
都
府
は
、統
計
知
識
の
普
及
と
表
現
技

術
の
向
上
を
目
指
し
、統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●�

応
募
部
門
／
手
書
き
統
計
グ
ラ
フ
の
部
、

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

●
対
象
／
京
都
府
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

●�

提
出
／
9
月
7
日（
木
）必
着
。京
都
府
政

策
企
画
部�

企
画
統
計
課（
〒
6
0
2-

8
5
7
0�

京
都
市
上
京
区
下
立
売
通
新

町
西
入
）へ
。ま
た
は
、8
月
28
日（
月
）必

着
で
、向
日
市
総
務
課（
内
線
2
8
9
）へ
。

※�

募
集
要
領
や
応
募
作
品
票
は
、京
都
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http://w
w
w
.pref.

kyoto.jp/t-ptl/index.htm
l

）か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

㉄�

京
都
府
政
策
企
画
部�

企
画
統
計
課�

�

☎
4
1
4-

4
4
8
7

平
成
29
年
度
自
衛
官
募
集

■
航
空
学
生

●�

受
付
期
間
／
7
月
1
日（
土
）～
9
月
8
日

（
金
）

●
試
験
期
日

　
○
1
次��

9
月
18
日（
祝
）

　
○
2
次��

10
月
17
日（
火
）～
22
日（
日
）

　
○
3
次��

11
月
18
日（
土
）～
12
月
21
日（
木
）

■
一
般
曹
候
補
生

●�

受
付
期
間
／
7
月
1
日（
土
）～
9
月
8
日

（
金
）

●
試
験
期
日

　
○
1
次
　
9
月
16
日（
土
）～
18
日（
祝
）

　
○
2
次
　�
10
月
5
日（
木
）～
11
日（
水
）の

う
ち
指
定
す
る
日

※�

資
格
な
ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。自
衛
官
候
補
生
は
通
年
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。

㉄�

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
☎
8
0
3-
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0
8
2
1
、自
衛
官
募
集
相
談
員
の
小
山

市
次
さ
ん
☎
9
2
2-

6
4
5
9
と
大
川

猛
さ
ん
☎
9
3
4-

8
4
7
3

小
笠
原
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

募
集

　
小
笠
原
諸
島
父
島
を
舞
台
に
、様
々
な
野

外
活
動
を
体
験
す
る
青
少
年
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。小
笠
原
の
美
し
い
自
然
の
中
で
、初

め
て
出
会
っ
た
仲
間
と
お
互
い
に
助
け
合
い

な
が
ら
様
々
な
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
ょ
う
。

●�

期
間
／
8
月
15
日（
火
）～
21
日（
月
）6
泊

7
日

●
場
所
／
東
京
都
小
笠
原
村
父
島

●
定
員
／
小
学
3
年
～
中
学
3
年
生
の
30
人

●�

申
込
み
／
7
月
20
日（
木
）ま
で
に
、公

益
財
団
法
人�

国
際
青
少
年
研
修
協
会（
☎

0
3-

6
4
1
7-

9
7
2
1
、電
子
メ
ー
ル

info@
kskk.or.jp

）へ
。詳
し
く
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ

市
民
体
育
館
の
催
し

■
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る
た
め
の
講

習
会
で
す
。申
込
み
時
に
登
録
料
1
0
0
0
円

と
顔
写
真（
3
㎝
×
2
・
5
㎝
）が
必
要
で
す
。

●
日
時

　
○�

8
月
5
日（
土
）午
後
1
時
30
分
～
2
時

30
分

　
○
8
月
13
日（
日
）午
前
9
時
～
10
時

　
○
8
月
21
日（
月
）午
後
7
時
～
8
時

　
○�

8
月
29
日（
火
）午
前
10
時
～
11
時

●�

対
象
／
18
歳
以
上
の
方
、各
日
5
人（
13
日

の
み
15
人
）

●�

申
込
み
／
7
月
25
日（
火
）午
前
10
時
か
ら
、

直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

■
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ス
タ
イ
ム

　
す
で
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
登
録
証
を
お
持

ち
の
方
に
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
や
、器
具

の
使
い
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

●
日
時

　
○�

8
月
5
日（
土
）午
後
2
時
30
分
～
3
時

30
分

　
○
8
月
13
日（
日
）午
前
10
時
～
11
時

　
○�

8
月
29
日（
火
）午
前
11
時
～
正
午

●�

対
象
／
市
民
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

登
録
証
を
お
持
ち
の
方

●�

持
ち
物
／
登
録
証
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利

用
料（
3
0
0
円
）

■
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
小
ス
ペ
ー
ス
で
卓
球
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
時
間
を
月
曜
日
と
木

曜
日
に
設
け
て
い
ま
す
。1
時
間
ご
と
の
入

替
制
で
す
。

●�

日
時
／
8
月
14
日（
月
）、17
日（
木
）、28
日

（
月
）、31
日（
木
）午
後
3
時
～
4
時
、午
後
4

時
～
5
時
、午
後
5
時
～
6
時

※�

2
区
分
以
上
の
利
用
可
。準
備
、後
片
付
け

を
含
む
。

●�

種
目（
ス
ペ
ー
ス
）／
卓
球（
1
～
4
台
）、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン（
1
面
）な
ど

●�

料
金
／
各
時
間
1
ス
ペ
ー
ス
5
0
0
円（
当

日
収
受
、ラ
イ
ン
テ
ー
プ
代
は
別
途
必
要
）

●�

申
込
み
／
前
日
の
午
前
10
時
か
ら
、電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
卓
球
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
卓
球
の
基
本
練
習
を
指
導
員
の
も
と
に
行

い
ま
す
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

●�

日
時
／
7
月
20
日（
木
）午
前
9
時
15
分
～

11
時
15
分

●�

対
象
／
18
歳
以
上
の
未
経
験
と
初
心
者
14
人

●
参
加
費
／
8
0
0
円（
当
日
収
受
）

●�

申
込
み
／
7
月
3
日（
月
）午
前
10
時
30
分

か
ら
、電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
み
が
7
人
以
下
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

■
ス
ト
レ
ッ
チ
&
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

　
ウ
エ
ー
ブ
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
リ
ン
グ
を

使
っ
て
体
を
ほ
ぐ
し
た
り
、軽
い
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
、姿
勢
の
崩
れ
や
肩
こ

り
、腰
痛
を
解
消
・
軽
減
し
ま
す
。

●
日
時
／
7
月
19
日（
水
）午
前
10
時
～
11
時

●
対
象
／
18
歳
以
上
の
方
15
人

●
参
加
費
／
5
0
0
円（
当
日
収
受
）

●�

申
込
み
／
7
月
3
日（
月
）午
前
10
時
か
ら
、

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。

※�

申
込
み
が
4
人
以
下
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

■ 

京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ク
ー
ル

　
京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
の
ス
ク
ー
ル
ス
タ
ッ

フ
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
と
も
に
社
会

に
必
要
な
力
を
育
て
ま
す
。

●
日
時
／
月
曜
日（
毎
月
3
回
開
催
）

　
○�

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス（
小
学
1
～
3
年
生
）午

後
6
時
～
7
時
20
分

　
○�
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス（
小
学
4
～
6
年
生
）

午
後
7
時
25
分
～
8
時
45
分

●�

参
加
費
／
入
会
金
2
7
0
0
円
、月
会
費

5
1
8
4
円
、保
険
代（
年
間
）8
0
0
円
、

体
験（
1
回
）1
0
8
0
円

●�

申
込
み
／
印
鑑
と
参
加
費
を
お
持
ち
の
上
、

直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。定
員（
各
ク
ラ

ス
30
人
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

□
い
ず
れ
も
□

●
場
所
／
市
民
体
育
館

●
服
装
・
持
ち
物
／
動
け
る
服
装
、上
靴

●�

申
込
み
先
／
公
益
財
団
法
人�

向
日
市
ス

ポ
ー
ツ
文
化
協
会（
市
民
体
育
館
内
、☎

9
3
2-

5
0
1
1
）

早
朝
ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

●�

日
時
／
7
月
30
日（
日
）午
前
8
時
～
10
時

（
7
時
50
分
に
市
役
所
集
合
）

●�

コ
ー
ス
／
向
日
市
役
所
～
物
集
女
車
塚
古
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墳
～
竹
の
径
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

●�
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
で
、1
時
間
程

度
歩
け
る
18
歳
以
上
の
方
20
人

●�

申
込
み
／
7
月
1
日（
土
）午
前
11
時
か
ら
、

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
み
先
／
公
益
財
団
法
人�

向
日
市
ス

ポ
ー
ツ
文
化
協
会（
市
民
体
育
館
内
、☎

9
3
2-

5
0
1
1
）

ゆ
め
パ
レ
ア
む
こ
う
の
催
し

■
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
1
日
体
験
会

　
脂
肪
量
や
筋
肉
量
の
チ
ェ
ッ
ク
後
、マ
シ

ン
を
体
験
し
ま
す
。受
講
料（
各
回
5
0
0

円
）を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。電
話
で

の
仮
予
約
可
。

●�

日
時
／
7
月
6
日（
木
）、14
日（
金
）午
前

10
時
～
正
午
、午
後
2
時
～
4
時

●
定
員
／
各
回
3
人

■
ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
1
か
月
体
験
会

　
最
大
12
回
利
用
可
能
な
1
か
月
体
験
を
実

施
し
ま
す
。

●
日
時

　
○
7
月
組
・
9
月
組

　
　�

月
・
水
曜
日
、午
前
11
時
～
正
午
と
土
曜

日
、午
前
11
時
45
分
～
午
後
0
時
45
分

●�

対
象
／
生
後
4
か
月
～
3
歳
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
各
10
組

●
参
加
費
／
3
5
0
0
円

■ 

夏
休
み
水
泳
教
室 

乳
幼
児
1
か
月
体
験

コ
ー
ス

●
日
時

　
〇
7
月
組（
週
1
回
）　
月
・
火
・
金
曜
日

　
〇
9
月
組（
週
1
回
）　
月
・
火
・
金
曜
日

　
い
ず
れ
も
午
前
11
時
～
正
午

●
対
象
／
2
～
4
歳
児
各
10
人

●
参
加
費
／
3
5
0
0
円

■
8
月
は
プ
ー
ル
一
般
利
用
料
金
が
一
律

　
8
月
1
日（
火
）～
31
日（
木
）の
間
、プ
ー

ル
一
般
利
用
料
金
が
3
5
0
円
に
な
り
ま
す

（
終
日
利
用
可
）。

□
い
ず
れ
も
□

●
場
所
／
ゆ
め
パ
レ
ア
む
こ
う

●�

申
込
み
先
／
直
接
ゆ
め
パ
レ
ア
む
こ
う��

（
☎
9
3
4-

7
7
7
0
、休
館
日
＝
26

ペ
ー
ジ
を
参
照
＝
を
除
く
午
前
9
時
～
午

後
10
時
）へ
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

講
座
・
教
室

鶏
冠
井
公
民
館
講
座�

�

「
四
季
で
移
り
ゆ
く
苔
玉
」

　
山
野
草
・
花
・
観

葉
植
物
の
い
ず
れ

か
を
選
ん
で
い
た

だ
き
苔こ

け

玉
を
作
り

ま
す
。

●
日
時
／
7
月
28
日（
金
）午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
／
鶏
冠
井
公
民
館

●
講
師
／
松
本
拓
也
さ
ん（
生
花
店
ス
タ
ッ
フ
）

●�

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
25
人

●
参
加
費
／
2
0
0
0
円（
材
料
費
）

●�

申
込
み
／
７
月
3
日（
月
）午
前
9
時
か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
、鶏
冠
井
公
民
館（
☎

9
2
1-

0
0
6
3
、土
曜
日
午
後
、日
曜

日
、祝
日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
５
時
）

へ
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

創
業
セ
ミ
ナ
ー

　
創
業
を
考
え
て
い
る
方
、創
業
し
た
ば
か

り
の
方
を
対
象
と
し
た「
初
め
の
第
一
歩
」と

し
て
開
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　
創
業
を
め
ぐ
る
環
境
や
手
続
き
を
学
び
な

が
ら
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、向
日
市
創
業
支
援
事

業
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

●�

日
時
／
第
1
回�

7
月
29
日（
土
）、第
2
回�

8
月
5
日（
土
）い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午

後
4
時

●
場
所
／
向
日
市
商
工
観
光
振
興
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
山
本
知
美
さ
ん（
中
小
企
業
診

断
士
、ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ�

フ
ォ
ル
テ
代
表
）

●
持
ち
物
／
筆
記
用
具

㉄�

向
日
市
商
工
会（
☎
9
2
1-

2
7
3
2
、

9
3
4-

2
6
6
5
）

普
通
救
命
講
習

●
日
時
／
7
月
16
日（
日
）午
前
9
時
～
正
午

●
場
所
／
乙
訓
消
防
組
合
消
防
本
部

●�
講
習
内
容
／
心
肺
蘇
生
法（
人
工
呼
吸
、胸

骨
圧
迫
）と
A
E
D
の
取
り
扱
い
、止
血
法
、

そ
の
ほ
か
応
急
手
当
な
ど
。

●�

申
込
み
／
7
月
1
日（
土
）～
15
日（
土
）の

間
に
、消
防
署
に
あ
る
受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、お
申
込
み
く
だ
さ

い
。定
員（
50
人
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

㉄�

向
日
消
防
署�

救
急
係
☎
9
3
4-

0
1
1
9
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不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
の
子

ど
も
、若
者
と
そ
の
親
の
学
び
の
会

　
学
び
の
会
は
、福
祉
・
教
育
・
メ
ン
タ
ル
・

就
労
の
四
つ
の
柱
で
、本
人
や
家
族
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
人
、家
族
、支

援
者
が
共
に
学
ぶ
場
で
す
。

●�

日
時
／
7
月
20
日（
木
）午
後
1
時
～
3
時

●�

場
所
／
市
役
所�

第
1
会
議
室

●�

申
込
み
／
電
話
で
、乙
訓
子
ど
も
若
者

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
行
委
員
会（
☎

0
8
0-

2
4
7
4-

9
5
5
3
）へ
。定

員（
10
人
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

催 

し

第
26
回
向
日
市
立
中
学
校
吹
奏
楽
部

合
同
演
奏
会

　
市
内
の
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
日
頃
の
成

果
を
披
露
し
ま
す
。

●�

日
時
／
7
月
21
日（
金
）午
後
1
時
30
分
～

（
1
時
開
場
）

●
場
所
／
長
岡
京
記
念
文
化
会
館

●�

出
演
／
勝
山
中
学
校
、西
ノ
岡
中
学
校
、寺

戸
中
学
校

※�

駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

㉄
学
校
教
育
課（
内
線
8
1
8
）

天
体
観
望
会「
土
星
と
夏
の
星
座
」

●�

日
時
／
8
月
12
日（
土
）午
後
7
時
～
9
時

（
雨
天
・
曇
天
時
は
、プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

で
の
星
空
解
説
の
み
）

●�

申
込
み
／
8
月
2
日（
水
）ま
で
に
、天
文

館
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、郵
便
は
が
き
を
添
え
て
受
付
へ
。往
復

は
が
き
で
も
申
込
み
可（
8
月
2
日
必
着
）。

中
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
。1
枚

で
5
人
ま
で
記
入
可
。定
員（
40
人
）を
超

え
た
と
き
は
抽
選
。

向
日
市
向
日
町
南
山
82
の
1

向
日
市
天
文
館

　
　
　 

天
体
観
望
会
係

617-0005

往信

↓往信用（表）

何も書かない
でください

↓返信用（裏）

代表者住所・
氏名をお書き
ください

-

返信

↑返信用（表）

・ 観覧希望日  
（8月12日）

・代表者住所氏名
・代表者電話番号
・ 全参加者  

氏名・年齢  
（※5人まで）

↑往信用（裏）

●
場
所
／
天
文
館

㉄
天
文
館
☎
9
3
5-

3
8
0
0

そ
の
ほ
か
の
お
知
ら
せ

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
食
中
毒
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。食
中
毒
は
、少
し
の
注
意
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。食
中
毒
の
三
原
則
を
守
っ
て

元
気
に
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

■
食
中
毒
の
三
原
則

　
①
菌
を
つ
け
な
い�

②
菌
を
増
や
さ
な
い

　
③
菌
を
や
っ
つ
け
る

■
主
な
予
防
対
策

　
○�

調
理
前
に
は
、手
を
し
っ
か
り
洗
い
ま

し
ょ
う
。

　
○�

ペ
ッ
ト
な
ど
に
触
れ
た
後
は
、必
ず
手

を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
○�

肉
類
と
野
菜
の
ま
な
板
は
分
け
て
使
い

ま
し
ょ
う
。

　
○
十
分
な
加
熱
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
○�

加
熱
調
理
し
た
物
は
室
温
で
放
置
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。調
理
後
、時
間

を
置
く
と
き
は
冷
蔵
庫
で
保
存
し
ま

し
ょ
う
。

㉄
健
康
推
進
課（
内
線
3
5
7
）

7
月
は
木
造
住
宅
耐
震
強
化
月
間

　
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
わ
れ
て

い
る
大
地
震
。そ
の
と
き
あ
な
た
の
自
宅
は
強

い
揺
れ
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
市
は
7
月
を「
木
造
住
宅
耐
震
強
化
月
間
」

と
定
め
、耐
震
性
能
の
低
い
木
造
住
宅
を
改
善

し
、地
震
に
強
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
次
の
補
助
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

（
耐
震
診
断
）

●
対
象
と
な
る
住
宅

　
○�

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、

完
成
し
て
い
る
木
造
住
宅

　
※�

住
宅
以
外
の
用
途（
店
舗
な
ど
）を
兼
ね

る
住
宅
に
つ
い
て
は
、住
宅
と
し
て
の

床
面
積
が
当
該
建
築
物
の
面
積
の
2
分

の
1
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

●�

費
用
／
1
戸
あ
た
り
5
万
3
0
0
0
円
の

う
ち
、自
己
負
担
3
0
0
0
円

■
木
造
住
宅
耐
震
改
修
等
補
助
事
業

●
対
象
と
な
る
住
宅

　
○�

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、

完
成
し
て
い
る
木
造
住
宅

　
○�
耐
震
診
断
結
果
の
構
造
評
点
が
1
・
0

未
満
の
木
造
住
宅

　
※�

住
宅
以
外
の
用
途（
店
舗
な
ど
）を
兼
ね

る
住
宅
に
つ
い
て
は
、住
宅
と
し
て
の

床
面
積
が
当
該
建
築
物
の
面
積
の
2
分

の
1
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

①
耐
震
改
修
事
業

　
○�

対
象
と
な
る
事
業
／
住
宅
の
構
造
評
点

を
1
・
0
以
上（
当
分
の
間
は
0
・
7
以

上
）に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
行
う
耐
震

改
修
工
事
の
設
計
費
と
工
事
費

　
○�

補
助
金
の
額
／
耐
震
改
修
工
事
費
用
の

4
分
の
3
で
、最
大
90
万
円
ま
で

②
簡
易
耐
震
改
修
事
業

　
○�

対
象
と
な
る
事
業
／
重
い
屋
根
を
軽
く

す
る
な
ど
、簡
易
な
方
法
に
よ
り
耐
震

性
を
確
実
に
向
上
さ
せ
る
工
事
の
設
計

費
と
工
事
費

　
○�

補
助
金
の
額
／
耐
震
改
修
工
事
費
用
の

4
分
の
3
で
、最
大
30
万
円
ま
で

■
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
事
業

●�

対
象
と
な
る
住
宅
／
60
歳
以
上
の
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
が
居
住
し
て
い
る
木
造
住
宅

　
○�

対
象
と
な
る
事
業
／
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

の
本
体
と
附
帯
工
事
に
要
す
る
経
費

　
※�

た
だ
し
、設
置
後
の
木
造
住
宅
耐
震
改

修
等
補
助
事
業
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
○�

補
助
金
の
額
／
工
事
費
用
の
4
分
の
3

で
、最
大
30
万
円
ま
で

㉄�

公
園
住
宅
課（
内
線
2
6
7
）、�

�

防
災
安
全
課（
内
線
2
3
5
）
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ご
利
用
く
だ
さ
い�

�
向
日
市
商
工
会
創
業
支
援
制
度

　
商
工
会
で
は
、市
内
で
創
業（
第
二
創
業
を

含
む
）さ
れ
る
方
や
創
業
間
も
な
い
方
に
対

し
て
創
業
支
援
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●�

内
容
／
補
助
金（
創
業
な
ど
に
必
要
な
事

業
経
費
の
一
部
補
助
）

●�

補
助
額
／
1
創
業
者
あ
た
り
20
万
円
。予

算
額
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。

●
申
請
期
間
／
12
月
28
日（
木
）ま
で

●�

対
象
事
業
実
施
期
間
／
平
成
30
年
3
月
31

日（
土
）ま
で

※�

制
度
利
用
対
象
者
や
そ
の
他
申
請
に
係
る

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
向
日
市

商
工
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㉄�

向
日
市
商
工
会（
☎
9
2
1-

2
7
3
2
、

9
3
4-

2
6
6
5
）

「
く
ら
し
の
資
金（
夏
期
）」貸
し
付
け

　
疾
病
や
失
業
な
ど
で
一
時
的
に
お
金
の
や

り
く
り
に
困
っ
た
り
、緊
急
に
資
金
を
必
要

と
す
る
方
の
た
め
に
、「
く
ら
し
の
資
金
」の

貸
し
付
け
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

●�

受
付
期
間
／
7
月
3
日（
月
）～
14
日（
金
）

午
前
9
時
～
午
後
4
時（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）※
要
予
約

●
貸
付
限
度
額
／
1
世
帯
あ
た
り
10
万
円
以
内

●�

申
込
み
／
電
話
で
向
日
市
社
会
福
祉
協

議
会�

地
域
福
祉
課（
☎
9
3
2-

1

�

9

�
6
�

1
）へ
。

薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
薬
物
乱
用
は
周
囲
の
人
か
ら
誘
わ
れ
て
好

奇
心
や
興
味
本
位
で
手
を
染
め
る
ケ
ー
ス
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。「
や
せ
ら
れ
る
」「
気
分
が

良
く
な
る
」な
ど
の
甘
い
誘
い
文
句
や
、覚
せ

い
剤
を「
エ
ス
」「
ス
ピ
ー
ド
」な
ど
と
呼
ん
で
、

乱
用
薬
物
と
は
分
か
ら
な
い
よ
う
に
誘
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
薬
物
乱
用
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、絶
対

に
手
を
出
さ
な
い
と
い
う
自
覚
が
大
切
で
す
。

㉄�

京
都
府
乙
訓
保
健
所�

環
境
衛
生
室�

�

☎
9
3
3-

1
2
4
1

在
宅
療
養
者
へ
の
訪
問
栄
養
食
事
指

導
研
修（
京
都
府
糖
尿
病
重
症
化
予
防

対
策
補
助
事
業
）

　
在
宅
で
の
栄
養
・
食
事
ケ
ア
に
従
事
し
て

み
ま
せ
ん
か
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

●�

日
時
／
①
8
月
11
日（
祝
）�
②
8
月
19
日

（
土
）�

③
9
月
2
日（
土
）�
④
9
月
3
日（
日
）

●
場
所

　
①�

②�

④
京
都
テ
ル
サ（
京
都
市
南
区
）

　
③
み
や
こ
め
っ
せ（
京
都
市
左
京
区
）

●
対
象
／
管
理
栄
養
士
50
人

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分
～
午
後

4
時
30
分
、原
則
、4
回
受
講
で
き
る
方

※�

申
込
方
法
、研
修
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は

公
益
社
団
法
人�

京
都
府
栄
養
士
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（

http://w
w
w
.kyoto

-
eiyoshikai.or.jp

）で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。7
月
31
日（
月
）締
め
切
り
。

㉄�

公
益
社
団
法
人�

京
都
府
栄
養
士
会�

�

☎
6
4
2-

7
5
6
8
、

6
4
2-

7
5
6
9

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、市
町
村
の
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

●�

発
売
期
間
／
7
月
18
日（
火
）～
8
月
10
日

（
木
）

●
抽
せ
ん
日
／
8
月
20
日（
日
）

㉄�

公
益
財
団
法
人
京
都
府
市
町
村
振
興
協
会�

�

☎
4
1
1-

0
2
0
0
、
4
1
1-

0

�
0
�

9
0

お友達になって最新情報をゲット！
　LINEアプリ内の公式アカウントから「向日市」または
「mukocity」と検索してください。QRコードからもOK!
（お友達になるには事前にLINEアプリのアカウント登録が必要です）
㉄広報・ふるさと創生課（内線240）

向日市公式

QRコード

公共施設の休館日
●市役所、保健センター
毎週土・日曜日、7月17日（祝）

●図書館、文化資料館
毎週月曜日（17日を除く）、7月4日（火）、
18日（火）

●天文館
毎週月・火曜日

●寺戸公民館、コミュニティセンター
毎週月曜日

●物集女・森本・鶏冠井・上植野公民館
毎週日曜日、7月17日（祝）

●ゆめパレアむこう（健康増進センター）
7月13日（木）、27日（木）

●ゆめパレアむこう（市民温水プール）
7月13日（木）、20日（木）、27日（木）

●福祉会館、老人福祉センター桜の径・琴の橋
毎週日曜日、7月17日（祝）
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　市民の皆さまなどから寄せら
れた情報を掲載しています。
　掲載については広報・ふるさ
と創生課（内線240）にお問い合
わせください。
※�参加費などの記載がないもの
は無料です。



～シリーズ国保～ 　財政健全化のために⑩
目指すは健康づくり、医療費の適正化、保険料収入の確保

平成29年度から1億2,500万円を補塡
－平成28年度国民健康保険事業特別会計－

　平成28年度国民健康保険事業特別会計において、財源不足が生じる見込みとなったことか
ら、平成29年度の予算から1億2,500万円の繰上充用を行うことが、平成29年第2回定例市議
会で議決されました。
※�繰上充用とは会計年度（4月1日から翌年3月31日）経過後に歳入が歳出に対し不足すると
き、翌年度の歳入を繰り上げて、不足分に充てることです。

繰上充用イメージ図
平成29年度会計

歳出

歳入

平成28年度会計

歳入

歳出

過去の未納保険
料の回収などに
より財源を確保

繰上充
用

1億2
,500万

　国保財源の健全化にむけて
　これまで本市では、市民の皆さまの税金を財源とする一般会計から国保の赤字を補塡

てん
してき

ました。
　しかし、このことは、国保に加入されていない方にも国保の負担をしていただいてきたこと
となり、この10年間で10億円を超える状況となってまいりました。
　そうした中、平成30年度からの国保の広域化への円滑な移行と、国保財政の健全化に向け、
今後の本市の保険料のあり方について、国保運営協議会において再三にわたり議論をいただい
た結果、今年度から3年をかけながら、京都府が示す標準保険料へと改定することといたしまし
た。また、段階的に保険料を改定することに伴って生じる財源不足額につきましては、これまで
のように一般会計から補塡するのではなく、今年度（平成29年度）の歳入から補塡（繰上充用）
し、国保で必要な財源は国保でまかなえるよう、国保財政の健全化を図ってまいります。

㉄医療保険課�賦課収納係（内線325、332）
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■�

1
人
で
悩
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

●�

日
時
／
毎
週
月
～
金
曜
日
、午
前
9
時

～
正
午
、午
後
1
時
～
4
時（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、振
替
休
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

●�

場
所
／
相
談
室
1（
市
役
所
本
館
1
階
）

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
専
用
電
話�

�
�

☎
9
3
1-

8
1
6
8

■�

土
・
日
曜
日
、祝
日
、振
替
休
日
の
消

費
生
活
電
話
相
談（
京
都
府
・
京
都
市

の
共
同
事
業
）

●�

日
時
／
土
・
日
曜
日
、祝
日
、振
替
休
日
、午

前
10
時
～
午
後
4
時（
年
末
年
始
を
除
く
）

�

☎
2
5
7-

9
0
0
2（
電
話
相
談
の
み
）

土
と
野
菜
づ
く
り
の
会�

�
�

「
土
の
め
ぐ
み
」

　
仕
事
を
引
退
し
た
仲
間
が
同
じ
趣
味

を
楽
し
み
な
が
ら
集
っ
て
い
ま
す
。堆
肥

を
共
同
で
作
る
一
方
、そ
れ
ぞ
れ
の
畑
で

野
菜
づ
く
り
に
腕
を
競
っ
て
い
ま
す
。互

い
の
経
験
や
知
識
の
交
換
、成
功
や
失
敗

談
に
話
が
尽
き
ま
せ
ん
。熟
年
組
は
多
士

済
々
、料
理
や
大
工
仕
事
な
ど
長
年
鍛
え

た
腕
は
皆
名
人
級
、腕
を
生
か
す
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
作
り
や
第
6
向

陽
小
学
校
で
花
壇
や
菜
園
作
り
な
ど
の

お
手
伝
い
を
通
じ
て
、少
し
で
も
地
域
の

お
役
に
立
て
て
い
る
喜
び
と
生
き
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
春
に
は
、第
6
向
陽
小
学
校
の
児

童
と
一
緒
に
、卒
業
を
祝
い
、花
を
植
え

た
こ
と
も
記
憶
に
新
し

い
こ
と
で
す
。日
々
元

気
を
持
て
余
し
て
い
る

方
々
に
積
極
的
参
加
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

㉄�

代
表
の
谷
本
さ
ん
☎

9
2
2-

8
3
2
0

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議�

�

登
録
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」を
ご
存
じ
で
す
か

家
族
の
健
康
と
家
計
の
た
め
、室
温

28
℃
で
夏
の
ク
ー
ル
な
過
ご
し
方

　
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
で
の
冷
房
時
に
室
温

28
℃
で
も
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
工

夫「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」か
ら
、さ
ら
に
一
歩
踏
み

込
み
、エ
ア
コ
ン
の
使
い
方
を
見
直
し
、涼
を

分
か
ち
合
う
の
が
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
で
す
。

　
夏
の
暑
い
日
は
、家
の
電
気
使
用
量
の
半
分

以
上
を
エ
ア
コ
ン
が
占
め
て
い
る
と
言
わ
れ
ま

す
。環
境
省
で
は
、1
人
あ
た
り
の
エ
ア
コ
ン
使

用
を
見
直
す
ス
タ
イ
ル
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○�

お
う
ち
で
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
　
例
え
ば
3
台

の
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
て
い
た
ら
2
台
を
止

め
、1
部
屋
に
集
ま
り
、家
族
団
ら
ん
で
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

○�

ご
近
所
で
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
　
自
宅
の
エ
ア

コ
ン
を
止
め
、ご
近
所
の
家
に
集
ま
っ
て

ご
近
所
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
る
き
っ
か
け
に
。

○�

自
然
で
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
　
木
陰
や
水
辺
と

い
っ
た
、自
然
が
多
く
涼
し
い
場
所
に
行
き
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

○�

ま
ち
で
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
　
図
書
館
な
ど
の

公
共
施
設
や
商
店
街
・
カ
フ
ェ
な
ど
、身

近
で
涼
し
い
場
所
に
集
ま
っ
て
、楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

㉄
環
境
政
策
課（
内
線
3
1
6
）

ネ
ッ
ト
通
販
は
慎
重
に�

�

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん

Q  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
利

用
し
た
い
が
、ト
ラ
ブ
ル
も
多

い
と
聞
き
ま
す
。気
を
つ
け
る

点
を
教
え
て
く
だ
さ
い

A
激
安
商
品
は
詐
欺
の
危
険�

�

　 

連
絡
方
法
が
メ
ー
ル
の
み
は

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
は
、い
つ
で
も
ど

こ
で
も
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
か
ら
簡

単
に
注
文
で
き
る
と
い
う
利
便
性
は
あ
り
ま

す
が
、商
品
未
着
や
返
品
・
返
金
な
ど
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
利
用
す
る
際
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

住
所
、電
話
番
号
、代
表
者
の
氏
名
な
ど
、

事
業
者
の
情
報
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま

し
ょ
う
。特
に
連
絡
方
法
が
メ
ー
ル
し
か

な
か
っ
た
り
、不
自
然
な
日
本
語
表
記
の

事
業
者
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②�

支
払
方
法
は
、口
座
振
り
込
み
の
前
払
い

だ
け
で
な
く
、カ
ー
ド
払
い
や
代
金
引
換

な
ど
複
数
用
意
さ
れ
て
い
る
事
業
者
を
選

ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。特
に
前
払
い
の

場
合
、個
人
名
口
座
へ
の
振
り
込
み
は
注

意
が
必
要
で
す
。店
名
・
運
営
会
社
や
販

売
責
任
者
と
口
座
名
が
一
致
し
て
い
る
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③�

一
般
に
流
通
し
て
い
る
価
格
よ
り
も
大
幅

に
安
く
販
売
さ
れ
て
い
る
場
合
、商
品
が

摸
倣
品
で
あ
っ
た
り
、詐
欺
の
可
能
性
が

あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④�

通
信
販
売
は
、ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

が
あ
り
ま
せ
ん
。返
品
・
交
換
に
関
す
る

記
載
を
必
ず
確
認
し
、注
文
し
た
内
容
が

記
載
さ
れ
て
い
る
確
認
画
面
、業
者
か
ら

の
メ
ー
ル
は
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

⑤�

商
品
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
中
身
を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。万
一
、注
文
品
と
違
う
も

の
や
、壊
れ
た
商
品
が
届
い
た
場
合
、す
ぐ

に
事
業
者
に
申
し
出
ま
し
ょ
う
。
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環
境
と
も
に
考
え
よ
う

消
費
生
活�

�

ト
ラ
ブ
ル



子
育
て
支
援
情
報

● プレママスクール
　7月13日（木）、27日（木）
　�開催時間／午前9時30分〜正午
● プレママサロン
　7月24日（月）
　開催時間／午前10時〜11時30分
● 乳児前期健診
　7月6日（木）
　受付時間／午後1時〜2時45分

● 乳児後期健診
　7月12日（水）
　受付時間／午後1時〜2時45分
● 1歳9か月児健診
　7月11日（火）
　受付時間／午後1時〜2時45分
● 3歳児健診
　7月5日（水）
　受付時間／午後1時〜2時45分
● 離乳食教室
　7月26日（水）
　受付時間／午前9時15分〜9時30分

●  健康・栄養・転入児相談
　7月3日（月）
　受付時間／午前9時30分〜11時
● 予防接種（BCG）
　7月7日（金）
　受付時間／午後1時10分〜2時30分

※場所はいずれも、保健センター�
（寺戸町東野辺31）

㉄�健康推進課� �
（�内線336、338� �

、339）

健康診査・教室など

子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
催
し

■
親
子
遊
び
の
日

�

※
い
ず
れ
も
予
約
不
要

○�

ぷ
ち
ぴ
よ
ル
ー
ム（
7
か
月
未
満
）

　�

7
月
3
日（
月
）、31
日（
月
）午
前
10
時
～
11

時
30
分
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
さ
く
ら
」

○�

ぴ
よ
ぴ
よ
ル
ー
ム（
7
か
月
～
1
歳
4
か

月
未
満
）

　�

7
月
10
日（
月
）午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
さ
く
ら
」

○�

と
こ
と
こ
ル
ー
ム（
1
歳
4
か
月
～
2
歳
満
）�

�

7
月
25
日（
火
）午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

子
育
て
セ
ン
タ
ー「
す
こ
や
か
」

○�

こ
す
も
す
ほ
っ
と
ル
ー
ム（
1
歳
4
か
月

未
満
）

　�

7
月
28
日（
金
）午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
す
も
す
」

○�

ひ
ま
わ
り
ほ
っ
と
ル
ー
ム（
1
歳
4
か
月

未
満
）

　�

7
月
21
日（
金
）午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ひ
ま
わ
り
」

■
つ
な
が
り
ス
ペ
ー
ス

○
物
集
女
コ
ミ
セ
ン
　
7
月
5
日（
水
）

○�

上
植
野
コ
ミ
セ
ン
　
7
月
11
日（
火
）、25

日（
火
）

※�

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、予
約

不
要

○
物
集
女
コ
ミ
セ
ン
　
7
月
27
日（
木
）

○
寺
戸
コ
ミ
セ
ン
　
7
月
25
日（
火
）

※�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
、予
約
不
要

■
絵
本
の
日

○�

こ
す
も
す
絵
本
館
　
7
月
7
日（
金
）子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
す
も
す
」

○�

ひ
ま
わ
り
絵
本
館
　
7
月
14
日（
金
）子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ひ
ま
わ
り
」

※�

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、予
約

不
要

■
さ
く
ら
施
設
開
放

○�
2
歳
未
満
は
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日（
20

日
を
除
く
）

○
2
歳
以
上
は
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日

※�

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、予
約

不
要

■ 

子
育
て
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
来
所
相
談
、電
話
育
児
相
談

　
毎
週
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）、午
前

9
時
～
午
後
4
時
。申
込
み
は
電
話
で
子
育

て
セ
ン
タ
ー「
す
こ
や
か
」へ
。

■ 

第
2
保
育
所
・
育
児
相
談

　
毎
週
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）、午
前
10
時

～
午
後
3
時
。申
込
み
は
同
保
育
所（
☎
9

3
1-

4
0
0
1
）へ
。

□
い
ず
れ
も
□

※�

子
育
て
セ
ン
タ
ー
、子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、保
育
所
に
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
ま
せ
ん
。車
で
の
来
所
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

㉄�

子
育
て
セ
ン
タ
ー「
す
こ
や
か
」（
保
健
セ

ン
タ
ー
2
階
）☎
・
9
3
2-

7
8
3
0

第
2
回
ふ
ぁ
み
さ
ぽ
交
流
会「
す
っ

き
り
ほ
ぐ
し
て
ほ
っ
こ
り
た
い
む
」

　
個
別
あ
る
い
は
、2
人
組
で
の
体
操
ス
ト

レ
ッ
チ
。そ
の
後
、援
助
会
員
の
交
流
会
で
す
。

●�

日
時
／
7
月
28
日（
金
）午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

●�

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
山
田
寿
子
さ
ん（
健
康
体
操
ト
リ

ム
代
表
）

●�

対
象
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

援
助
会
員

●�

服
装
・
持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装（
靴

下
着
用
）、バ
ス
タ
オ
ル
、タ
オ
ル
2
枚（
汗

拭
き
用
、ス
ト
レ
ッ
チ
用
）、飲
み
物

●�

申
込
み
／
7
月
21
日（
金
）ま
で
に
、電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
☎
・

9
3
2-

7
�

8
3
1
）へ
。

子
育
て
ひ
ろ
ば「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

■
抱
っ
こ
で
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス

　
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
て
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
。パ
パ
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
ま
す
。

●�
日
時
／
7
月
22
日（
土
）午
前
10
時
～
11
時

30
分

●�
対
象
／
首
の
す
わ
っ
た
乳
児
～
2
歳
児
と

そ
の
保
護
者
10
組

●�

持
ち
物
／
抱
っ
こ
ひ
も
、体
温
計
、筆
記
用

具
、飲
み
物

㉄�

N
P
O
法
人
い
ん
ふ
ぁ
ん
と
r
o
o
m
さ

く
ら
ん
ぼ
☎
9
2
1-

5
4
8
8
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たくさんの応募をお待ちしています。

詳しくは市ホームページをご覧ください。
㉄�広報・ふるさと創生課（内線240、� �

furusato@city.muko.lg.jp）

井
いのうえ

上 直
な お や

哉ちゃん
これからも一緒にたくさん笑おう
ね！

1歳
寺戸町

福
ふくもと

本 蒼
あ お い

海ちゃん

いつも元気にかわ

いい蒼海ちゃん。

これからもすくす

く健康に育ってね

0歳
寺戸町

稲
いなもと

本 結
ゆ あ

愛ちゃん

 　　泰
た い ち

一ちゃん

　　 創
そうすけ

介ちゃん

とても仲良し3人
姉弟★これからも
元気に大きくなあ
れ★

7歳・4歳・2歳
寺戸町

子
育
て
支
援「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」

●�

日
時
・
内
容

　
①
7
月
6
日（
木
）�

庭
園
開
放

　
②�

7
月
20
日（
木
）�

絵
の
具
あ
そ
び（
ひ
ま

わ
り
製
作
）

　
③
7
月
27
日（
木
）�

感
触
あ
そ
び

　�

①
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、②
③
午
前
10

時
～
11
時
い
ず
れ
も
雨
天
中
止

●�

場
所
／
ア
ス
ク
向
日
保
育
園（
物
集
女
町

森
ノ
下
）

●�

対
象
／
0
歳
～
就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者

●�

参
加
費
／
②
③
各
50
円

●�

申
込
み
／
②
7
月
10
日（
月
）�

③
7
月
25

日（
火
）ま
で
に
電
話
で
ア
ス
ク
向
日
保
育

園（
☎
9
3
5-

5
5
3
3
）へ
。

子
育
て
サ
ポ
ー
ト「
お
ひ
さ
ま
」

●�

日
時
・
内
容

　
①
7
月
1
日（
土
）�

七
夕
の
笹
飾
り
作
り

　
②
7
月
8
日（
土
）�

造
形
あ
そ
び

　
③
7
月
15
日（
土
）�

リ
ト
ミ
ッ
ク

　
い
ず
れ
も�

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

●�

場
所
／
あ
ひ
る
が
丘
保
育
園（
物
集
女
町

北
ノ
口
）

●�

申
込
み
／
開
催
日
1
週
間
前
ま
で
に
、電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、あ
ひ
る
が
丘

保
育
園（
☎
9
2
1-

0
0
0
5
、

9
2
1-

0
0
4
0
）へ
。

子
育
て
交
流「
き
ら
き
ら
キ
ッ
ズ
」

　
園
庭
開
放
や
園
児
と
の
交
流
遊
び
を
し
ま
す
。

●�

日
時
／
7
月
4
日（
火
）、11
日（
火
）午
前

10
時
～
11
時
30
分

●�

場
所
／
さ
く
ら
キ
ッ
ズ
保
育
園（
上
植
野

町
南
開
）

●�

対
象
／
0
～
3
歳
の
未
就
園
児
と
保
護
者

㉄�

さ
く
ら
キ
ッ
ズ
保
育
園
☎
9
3
3-

0
2
0
0

ま
こ
と
幼
稚
園
の
催
し

■ 

お
母
さ
ん
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
準
備
講

座 

妊
婦
さ
ん
、産
後
の
お
母
さ
ん
あ
つ
ま
れ

　
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
で
知
り
た
い

こ
と
、教
え
て
ほ
し
い
こ
と
を
助
産
師
や
看

護
師
に
聞
き
ま
せ
ん
か
。赤
ち
ゃ
ん
に
は
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、妊
婦
さ
ん
に
は
わ
ら
べ

う
た
胎
教
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

●�

日
時
／
7
月
6
日（
木
）午
前
10
時
～
11
時

45
分
頃

●�

対
象
／
生
後
2
か
月
～
ハ
イ
ハ
イ
し
だ
す

ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者
12
組
と
妊
娠
中

の
方
5
人

●�

持
ち
物
／
バ
ス
タ
オ
ル
1
枚（
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
方
）

■
わ
ら
べ
う
た
産
後
ダ
ン
ス

　
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
な
が
ら
ダ
ン
ス
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

●�

日
時
／
7
月
13
日（
木
）午
前
10
時
～
11
時

●�
対
象
／
5
か
月
以
上
の
子
と
そ
の
保
護
者

6
組

●�
持
ち
物
／
抱
っ
こ
ひ
も
、タ
オ
ル
、飲
み
物

■
2
歳
児
あ
つ
ま
れ
！
プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
！

　
幼
稚
園
の
屋
上
で
、プ
ー
ル
に
入
っ
て
遊

ん
だ
後
は
、手
作
り
お
や
つ
を
皆
で
食
べ
ま

し
ょ
う
。

●�

日
時
／
7
月
26
日（
水
）午
後
2
時
～
3
時

30
分

●�

対
象
／
平
成
26
年
4
月
2
日
～
平
成
27
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
2
歳
児
と
そ
の
保
護
者

□
い
ず
れ
も
□

●�

場
所
／
ま
こ
と
幼
稚
園
マ
ナ・ハ
ウ
ス（
鶏

冠
井
町
山
畑�

ま
こ
と
幼
稚
園
西
隣
）

●�

申
込
み
／
電
話
で
、ま
こ
と
幼
稚
園
マ
ナ
・

ハ
ウ
ス（
☎
9
2
1-

2
2
0
2
、午
前
9
時

30
分
～
午
後
2
時
30
分
）へ
。定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。
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長岡第七
小学校

小
畑
川

府
道
西
京
高
槻
線

阪
急
京
都
線

乙訓橋

一文橋

至
西
向
日

至
長
岡
天
神

乙訓休日応急
診療所

休日・祝日診療

● 内科・小児科

乙訓休日応急診療所
（長岡京市今里北ノ町39-4、�☎�955-3320）
受付時間／午前9時30分〜午後4時

● 外科
　診療時間／午前9時30分〜午後4時
　【7月の当番】受診前に電話でご確認ください。

7月2日（日） 廣瀬診療所� ☎934-0688

7月9日（日） 洛西医院� ☎921-0609

7月16日（日） 新河端病院�� ☎954-3136

7月17日（祝） 済生会京都府病院
� ☎955-0111

7月23日（日） 向日回生病院�　　
� ☎934-6881

7月30日（日） 新河端病院�� ☎954-3136

㉄健康推進課（内線337）

地域健康塾
　向日市在住の65歳以上の方を対象とし、健康
チェック（血圧測定など）、軽体操、交流会などを
します。お茶などの飲み物、タ
オル、上履き（福祉会館のみ）な
どは各自でお持ちください。

【午前の部】 午前9時30分〜11時

物集女公民館 7月4日、11日、18日、25日

寺戸公民館 7月5日、26日

寺戸コミセン 7月12日、19日

森本公民館 7月4日、11日、18日、25日

鶏冠井公民館 7月6日、13日、20日、27日

上植野コミセン 7月7日、14日、21日、28日

向日コミセン 7月6日、13日、20日、27日

西向日コミセン 7月5日、12日、26日

向日台団地集会所 7月7日、14日、21日、28日

西部防災センター 7月3日、10日、24日

福祉会館 7月3日、10日、24日

【午後の部】 午後1時30分〜3時

鶏冠井コミセン 7月6日、13日、20日、27日

上植野公民館 7月3日、10日、24日

上植野コミセン 7月5日、12日、19日、26日

福祉会館 7月7日、14日、21日、28日

㉄高齢介護課（内線345）

市役所問い合わせ先fax番号一覧
問い合わせ先 fax番号 問い合わせ先 fax番号 問い合わせ先 fax番号

市役所（代表） 922-6587 営業課、上水道課 933-3999 文化財調査事務所 931-4004

地域福祉課 935-1346 下水道課 921-4114 天文館 935-4380

障がい者支援課 932-0800 議会事務局 931-4188 市民体育館 934-1657

教育総務課、学校教
育課、生涯学習課

931-2555
文化資料館 931-1121 ゆめパレアむこう 932-3269

図書館 931-1081 向日消防署 922-1190
上記または記事内にfax番号の記載がない場合は、市役所（代表）までお願いします。

32

2017年7月号

健
康
づ
く
り
情
報

休
日
診
療
や
地
域
健
康
塾
な
ど
、健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市役所への電話でのお問い合わせは、☎931-1111 （代表番号）にお掛けください。担当課におつなぎします。

各種相談・内容 日�程 場所・問い合わせ

無料法律相談（予約制、1人30分） 
　弁護士が相談に応じます。
※予約は電話でのみ
※�定員は各5人です。相談時間の指定は
できません。定員になり次第締め切り。
市内在住の個人が対象。

7月10日（月）午前9時〜11時30分� �
※予約は7月6日（木）午前9時から

市民相談室
㉄広報・ふるさと創生課（内線295）

7月24日（月）午前9時〜11時30分� �
※予約は7月20日（木）午前9時から

困りごと相談
　司法書士、行政書士、社会保険労務士、
行政相談委員、人権擁護委員、民生児童委
員などが相談に応じます。相続、登記、債
務整理、成年後見人制度、人権や労働問題
など、幅広くご相談ください。

7月11日（火）、25日（火）午前9時15分
〜正午（受付は11時30分まで）

福祉会館
※車での来館はご遠慮ください。
㉄広報・ふるさと創生課（内線295）

消費生活相談
　悪質商法や訪問販売のトラブルなど、
消費生活についての疑問、苦情をお気軽
にご相談ください。

月〜金曜日（祝日を除く）、午前9時〜
正午、午後1時〜4時

相談室1
㉄消費生活センター専用電話
　☎931-8168

女性のための相談（予約制、1人50分）
　女性カウンセラーが相談に応じます。　
DV相談は年間を通じてお受けします。

7月12日（水）、26日（水）午後1時10分
〜4時

㉄市民参画課�予約専用電話
　☎931-1144

年金相談
　社会保険労務士が相談に応じます。

7月6日（木）、13日（木）、20日（木）、27
日（木）午前10時〜正午、午後1時〜4時

市民相談室
㉄市民課�年金係（内線216、246）

心の健康相談（予約優先）
　精神保健福祉士が相談に応じます。

7月4日（火）、11日（火）、18日（火）、25
日（火）午後1時〜5時

市役所
㉄障がい者支援課（内線324）
　 �932-0800

経営安定特別相談
　市内中小商工業者の経営の
改善と強化を図るため、税理
士や商工会経営支援員が相談
に応じます。

税務専門 7月4日（火）、18日（火）午後1時〜4時
30分 向日市商工観光振興センター

㉄向日市商工会�☎921-2732
経営専門 月〜金曜日（祝日を除く）、午前9時〜

午後5時15分

家庭児童相談
　家庭で子どもを養育する上でのさまざ
まな悩みや心配、子どもの虐待について
相談に応じます。

月〜金曜日（祝日を除く）、午前9時〜
午後4時

家庭児童相談室�（保健センター2階）
㉄家庭児童相談室�☎933-1199

子育てコンシェルジュ
　妊娠届出や転入時に保健師などが面接
し、子育てに関する悩みの相談、子育て情
報を提供します。必要な方には継続的な
支援を行います。

月〜金曜日（祝日を除く）、午前8時30
分〜正午、午後1時〜5時

市役所
㉄健康推進課（内線354）

乙訓もも「出張居場所」
　市内在住で一般就労することが困難な
方を対象に、就労に向けて生活習慣の改
善、社会適応能力の形成、就労体験などの
支援をします。

7月12日（水）、26日（水）午後1時30分
〜3時30分

福祉会館
※車での来館はご遠慮ください。
㉄乙訓もも�☎952-2800
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日 月 火 水 木 金 土

2
9
16

3
10
17
25 26 27 28 29

4
11
18

5
12
19

�
6
13
20

�
7
14
21

1
8
15
22

7 月の休館日カレンダー

2423
●＝休館日30 31

わたしだけの� �
� ものがたり
パメラ・ザガレンスキー
作・絵
フレーベル館

　本が大好きなエミリー。ある日先生が1冊の本をかし
てくれました。でもその本にはことばがなかったので
す。その時小さな声がきこえてきました。「がっかりしな
いで。絵をながめながら物語を想像してほしいの」

歩いてわかった� �
� 地球のなぜ!?
松本�穂高／著
山川出版社

　世界を旅して眺めた風景の中にある素朴な疑問。「ペ
ンギンが南半球にだけ生息しているのは」「石油はなぜ
砂漠地帯にあるの」地球上の51のなぜを自然地理の目
で解いていきます。

開館時間  午前10時〜午後6時
電話番号  931-1181

向日市立図書館
京都府向日市寺戸町南垣内 40 番地の1

F   A   X  931-1081

図書館で広告を出しませんか?
雑誌スポンサー募集中!!

●「せぼねのある動物たち」
板倉聖宣／著　仮説社

●「地野菜／伝統野菜」� 堀知佐子／監修　丸善出版

●「さてさて、きょうのおはなしは……
　�日本と世界のむかしばなし」

瀬田貞二／再話�訳　福音館書店

●「ウィル・グレイソン、ウィル・グレイソン」
ジョン・グリーン／作　岩波書店

� デイヴィッド・レヴィサン／作

●「ちいさなうさぎのものがたり」
アルヴィン・トレッセルト／文　ロクリン社

� レナード・ワイスガード／絵

●「美篶堂とはじめる本の修理と仕立て直し」
美篶堂／著　河出書房新社

●「錯視の科学」� 北岡明佳／著　日刊工業新聞社

●「ある日うっかりＰＴＡ」
杉江松恋／著　ＫＡＤＯＫＡＷＡ

●「ボルダリング基本ムーブと攻略法」
野口啓代／監修　実業之日本社

●「宇治の結び　上・下」� 紫式部／著　理論社
� 荻原規子／訳

●「ラジオ・ガガガ」� 原田ひ香／著　双葉社

●「ぷろぼの」� 楡周平／著　文藝春秋

司書の

イチオシ
 情 報

向日市通になろう①

　図書館1階には、向日市にかかわる図書を集めた「たけ」コーナーが
あります。そこには、向日市が舞台の作品、竹など特産品関連、長岡京な
どの図書があります。また、手話条例施行を記念して新しく「手話」コー
ナーを作りました。これらの本を利用してあなたも「向日市
通」になりませんか。

向日市ふるさと検定
       連携事業

ふ
る
さ
と

魅
力
発
見
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おすすめ
新着本

一般図書

おすすめ
新着本

児童図書問女子プロ野球事業部　京都フローラ
☎213-8911

生活にも生かせる
目のトレーニング

4女子プロ野球からの提案

ピ
ン
ト
を
調
節
す
る
筋
肉
を

鍛
え
る

　
女
子
プ
ロ
野
球
選
手
に
と
っ
て
目
か
ら
の

情
報
は
大
切
で
す
。人
間
は
外
界
か
ら
の
情

報
の
約
80
％
を
目
か
ら
得
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、女
子
プ
ロ
野
球
選
手
に
と
っ

て
も
目
か
ら
の
情
報
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　
で
は
女
子
プ
ロ
野
球
京
都
フ
ロ
ー
ラ
の
泉

由
希
菜
選
手（
背
番
号
22
）、前
田
桜
茄
選
手

（
同
23
）に
普
段
練
習
前
や
試
合
前
に
行
っ
て

い
る
目
の
運
動
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

①�

親
指
を
顔
の
両
脇
に
立
て
、30
㎝
ほ
ど
前

に
出
す
。目
だ
け
を
動
か
し
左
右
の
爪
を

交
互
に
見
る（
左
右
往
復
10
回
）。

②�

親
指
を
顔
の
上
下
に
移
動
。目
だ
け
を
動

か
し
、上
下
の
爪
を
交
互
に
見
る（
上
下
往

復
10
回
）。

③�

片
方
の
親
指
を
立
て
、腕
を
ま
っ
す
ぐ
に

伸
ば
す
。親
指
の
爪
に
焦
点
を
合
わ
せ
た

ま
ま
、ゆ
っ
く
り
と
手
前
に
近
づ
け
た
あ

と
、ゆ
っ
く
り
元
の
位
置
ま
で
腕
を
伸
ば

す（
前
後
往
復
10
回
）。

　
こ
こ
ま
で
は
以
前

に
お
伝
え
し
ま
し
た

ね
。選
手
た
ち
は
も

う
少
し
目
の
運
動
を

し
て
鍛
え
て
い
ま
す
。

④�

両
腕
を
前
に
伸

ば
し
親
指
を
立

て
る
。左
右
の
高

さ
を
写
真
の
よ
う
に
ず
ら
す
。右
を
上
に
、

左
を
下
に
し
、親
指
の
先
を
交
互
に
見
る
。

（
左
右
斜
め
に
往
復
10
回
）左
を
上
に
、右

を
下
に
。（
左
右
斜
め
に
往
復
10
回
）

⑤�

③
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。両

腕
の
親
指
を
立
て
る
。写
真
の
よ
う
に
前

後
に
左
右
の
腕
を
ず
ら
す
。前
後
を
で
き

る
だ
け
早
く
交

互
に
見
る（
前

後
往
復
10
回
）。

③
と
の
違
い
は
、

ピ
ン
ト
を
早
く

合
わ
せ
る
た
め

の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
す
。

⑥�

二
人
一
組
に
な
っ
て
、相
手
の
指
の
動
き

に
目
だ
け
を
合
わ
せ
て
見
る
。指
を
動
か

す
人
は
、ゆ
っ
く
り
大
き
く
8
の
字
を
描

く
よ
う
に
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

人
の
目
は
実
は
筋
肉
で
ピ
ン
ト
調
節
を

し
て
い
ま
す
。こ
の
筋
肉
は
、目
の
運
動
を
す

る
こ
と
で
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
京
都
フ
ロ
ー
ラ
の
選
手
た
ち
は
毎
日
の
練

習
や
試
合
前
に
こ
う
し
て
目
を
鍛
え
て
い
ま

す
。私
た
ち
の
生
活
の
中
で
も
例
え
ば
、自
転

車
に
乗
っ
て
る
時
に
交
差
点
に
近
づ
い
て
い

く
と
し
ま
し
ょ
う
。そ
こ
に
人
は
い
な
い
か
、

車
は
近
づ
い
て
い
な
い
か
を
瞬
時
に
目
の
ま

わ
り
の
筋
肉
を
動
か
し
て
情
報
を
得
て
い
ま

す
。ア
ス
リ
ー
ト
で
な
く
て
も
目
か
ら
の
情

報
は
大
切
で
す
。み
な
さ
ん
も
目
の
運
動
を

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

京都フローラ
 ホームゲーム日程

●�7月1日（土）午後6時30分試合開始　
　京都フローラvs埼玉アストライア
　わかさスタジアム京都
●�8月30日、（水）31日（木）いずれも午後6時30分試合開始
　京都フローラvs兵庫ディオーネ
　わかさスタジアム京都
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向
日
市
全
域
と
長
岡
京
市
、京
都
市
西
京

区
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
に
広
が
る
大
き
な
信
仰

圏
を
も
つ
向
日
神
社
の
祭
礼
が
5
月
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
年
に
一
度
、向
日
神
社
の
御
神
体
を
移
し

た
鳳ほ

う
れ
ん輦
を
上
植
野
の
御
旅
所
に
迎
え
る「
神

幸
祭
」は「
お
い
で
」と
も
言
わ
れ
、地
元
の
氏

子
が
3
日
3
晩
、泊
ま
り
込
ん
で
お
守
り
し

ま
す
。そ
の
あ
と
4
日
目
の
5
月
第
2
日
曜

に
行
う「
還
幸
祭
」で
、氏
子
の
全
地
区
を
巡

幸
し
て
、向
日
神
社
に
戻
り
ま
す
。い
つ
の
こ

ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、は
っ
き
り
し
ま
せ

ん
が
、江
戸
期
の
文
書
に
現
在
に
つ
な
が
る

祭
礼
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
上
の
写
真
は
昭
和
4（
1
9
2
9
）年
の

神
幸
祭
の
写
真
。「
お
い
で
」の
日
、向
日
神

社
を
出
発
し
た
巡
幸
列
が
立
ち
寄
り
、鶏
冠

井
地
区
　
の
奉
献
を
受
け
た
祓
所
の「
芝

斎
場
」で
の
撮
影
で
す
。鳳
輦
を
引
く
牛
が

写
っ
て
い
ま
す
。牛
は
飾
り
物
を
ま
と
い
、裃

や
紋
付
姿
の
氏
子
が
み
え
ま
す
。か
つ
て
は

人
の
手
で
担
が
れ
て
い
た
鳳
輦
は
、大
正
4

（
1
9
1
5
）年
頃
に
は
台
車
に
乗
せ
、牛
が

引
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
や
が
て
鳳
輦
を
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
る
よ
う

に
な
り
、半
世
紀
余
前
か
ら
、行
列
全
体
が

車
を
連
ね
る
今
の
状
態
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。神
幸
祭
の
車
列
は
19
台
。下
の
写
真
は
今

年
5
月
11
日
、芝
斎
場
で
撮
影
。鳳
輦
が
着
き
、

氏
子
が
迎
え
て
い
ま
す
。祝
詞
が
奏
上
さ
れ

神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
あ
と
上
植
野

町
の
御
旅
所
ま
で
巡
幸
、14
日
の
還
幸
祭
ま

で
滞
在
し
ま
し
た
。

　
2
枚
の
写
真
を
見
比
べ
る
と
隔
世
の
感
も

し
ま
す
が
、祭
り
の
心
、氏
子
の
思
い
は
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
み
え
ま
す
。

向
日
神
社�

�

祭
礼
の
鳳
輦

深掘りアーカイブ　vol.12

1�住みよいまちを力を合わせつくりましょう
1�きれいな緑と水と空を守りましょう
1�働くよろこびと心のふれあいを大切にしましょう
1�すぐれた教育と文化を育てましょう
1�明るいくらしと福祉のまちをきずきましょう
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